
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）

五
六
　
（
四
一
八
）

広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
一
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
の
生
成
と
発
展

木
　
原

正
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
「
共
産
主
義
経
済
学
」
を
体
系
化
す
る
う
え
で
、
一
九
二
〇
年
代
に
も
っ
と
も
お
お
き
な
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の

「
経
済
学
消
減
論
」
、
す
な
わ
ち
、
経
済
学
の
対
象
は
、
商
品
－
費
本
主
義
生
産
で
あ
り
、
経
済
法
則
が
、
旨
目
的
性
格
を
も
ち
、
人

と
人
と
の
関
係
が
、
物
と
物
と
の
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
経
済
体
制
の
み
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
終
末
は
、
ま
た
経
済
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
終
末
で
も
あ
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
は
、
　
「
経
済
学
」
に
か
わ
っ
て
、
　
「
一
般
組
織

学
」
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
見
解
に
た
い
し
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

い
意
味
で
の
経
済
学
の
立
場
か
ら
、
経
済
学
の
対
象
を
規
定
し
た
こ
と
は
、
さ
き
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
さ
い
き
ん
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
椛
成
部
分
と
し
て
の
杜
会
主
義
の
篇
は
、
祉
会
主
義
生
産
様
式
と
し
な
い
で
、
共
産
主
義
火
産
様

　
　
式
と
し
、
ま
た
一
、
教
理
一
の
名
称
は
、
杜
会
主
裁
経
済
学
で
は
な
く
共
陸
主
演
維
済
学
と
な
づ
け
る
こ
と
が
、
Ｈ
的
に
か
な
っ
て
い
る
、
と
い

　
　
、
）
杵
心
Ｈ
几
（
＞
『
２
自
Ｑ
¢
－
声
■
＞
．
↑
一
．
Ｏ
旨
．
《
民
◎
目
ｂ
◎
Ｏ
り
射
◎
自
◎
旨
自
崇
目
》
一
ズ
Ｃ
．
９
Ｈ
り
０
Ｎ
弓
．
Ｏ
弓
弓
．
べ
○
）
、
ム
心
ゐ
い
は
一
｝
ザ
八
ム
十
工
小
秋
と
廿
（
唯
十
エ
サ
荻
の
縦
祈
〃
す
」

　
　
と
な
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
－
）
見
解
が
あ
る
（
｝
◎
崇
冨
呂
．
声
冨
．
《
巾
旨
筥
冒
－
賢
◎
昌
竃
員
目
》
一
多
一
．
９
Ｈ
り
竃
－
．
ｓ
や
ｓ
）
、



　
　
ヴ
ォ
ル
コ
フ
に
よ
れ
ば
、
名
称
は
原
則
的
に
。
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
　
ｉ
教
程
」
を
杜
会
主
義
－
共
産
主
義
構
成
体
の
第
一
の
段
階
ー
の
わ

　
く
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
適
当
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
理
論
的
見
地
か
ら
み
て
、
二
っ
の
発
展
段
階
の
ぎ
そ
の
う
え
に
は
、
共
産
主
義
構
成
体

　
全
体
に
１
わ
た
っ
て
固
有
た
、
一
連
の
共
通
法
則
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
杜
会
主
義
経
済
学
と
共
産
主
義
経
済
学
と
い

　
う
、
二
つ
の
経
済
学
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
コ
フ
は
、
実
践
的
見
地
か
ら
い
っ
て
も
、
現
在
、
共
産
主
義
の
低
い
段
階
か
ら
最
高
の

　
段
階
へ
の
成
長
の
諸
間
題
は
、
理
論
の
分
析
か
ら
実
践
に
う
つ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
二
つ
の
経
済
学
は
あ
り
え
な
い
、
と
の
べ
て
い
る
。

　
　
ま
た
・
ス
ピ
リ
ド
ー
ノ
ヴ
ァ
も
、
名
称
の
間
題
は
、
た
ん
に
形
式
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
　
一
、
教
程
」
の
篇
、
章
に
は
、
対
象
の
本
質
、
内
容

　
が
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
　
「
共
産
主
義
生
産
様
式
」
と
な
づ
げ
る
の
が
、
方
法
論
的
に
正
し
い
、
と
の
べ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の

　
こ
と
に
，
よ
っ
て
、
杜
会
主
義
の
経
済
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
法
則
を
、
そ
の
発
生
、
確
立
、
発
展
に
。
お
い
て
、
杜
会
主
義
の
共
産
主
義
へ
の
成
長
過
程

　
に
１
お
い
て
、
検
討
し
、
ま
た
二
っ
の
段
階
の
共
通
性
と
杜
会
主
義
の
特
性
を
お
ぎ
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
ぎ
、
共
産
主
義
へ
の
移
行
の
み
ち
と

　
形
態
を
あ
ぎ
ら
か
に
す
る
方
向
に
す
す
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
（
Ｑ
冒
ｂ
暑
冒
ｏ
臼
鯉
■
○
。
曽
《
巾
。
目
り
。
。
呂
。
射
。
昌
冒
目
崇
、
、
》
一
ズ
。

　
９
畠
竃
弓
．
ｏ
暑
．
Ｈ
富
）
。

　
　
ヴ
ォ
ル
コ
フ
や
ス
ピ
リ
ド
ー
ノ
ヴ
ァ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
か
「
共
産
主
義
経
済
学
」
か
の
間
題
は
、
た
ん
に

　
名
称
の
問
題
で
は
な
く
、
杜
会
主
義
の
歴
史
的
位
置
づ
げ
、
杜
会
主
義
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
と
い
う
、
本
質
的
な
こ
と
と
か
か

　
わ
り
の
あ
る
間
題
で
あ
る
。
社
会
主
義
を
一
っ
の
構
成
体
と
し
１
て
、
固
定
化
す
る
と
き
に
は
、
杜
会
主
義
の
過
渡
的
性
格
が
固
定
化
さ
れ
、
商

　
品
生
産
、
価
値
法
則
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
消
滅
し
て
い
く
か
の
間
題
を
解
決
す
る
さ
い
、
お
お
く
の
困
難
が
で
て
く
る
。
杜
会
主
義
は
、
歴

　
史
的
一
時
期
を
な
す
が
、
人
問
杜
会
の
全
発
展
の
見
地
か
ら
み
れ
ば
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
波
的
段
階
で
お
り
、
共
産
主
義
構
成

　
体
の
一
時
期
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
発
生
、
溌
服
、
そ
し
て
よ
り
い
っ
そ
う
一
。
同
い
段
階
へ
の
拡
化
と
い
う
、
運
動
の
見
地
か
ら
考
察
す
る
ば

　
あ
い
・
　
「
共
産
主
義
経
済
学
」
と
す
る
の
が
、
正
し
い
こ
と
は
、
さ
き
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
（
拙
稿
「
杜
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
っ
い

　
て
」
（
『
経
済
諭
叢
』
、
第
九
十
一
巻
、
第
六
号
、
四
三
－
四
四
べ
ー
ジ
参
照
）
。

（
２
）
　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
が
「
経
済
学
消
減
論
」
を
脈
閉
し
た
の
は
、
そ
の
著
□
過
渡
期
の
経
済
」
　
（
一
九
二
〇
年
）
に
お
い
て
で
お
る
が
、
ブ
ハ
ー

　
リ
ソ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
い
恋
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
」
　
（
、
立
命
鮎
経
済
学
」
、
策
十
巻
、
第
四
号
、
お
よ
び
第
十
二
巻
、
一

　
号
）
・
「
杜
ヘ
ム
主
歳
経
済
学
の
吋
象
に
つ
い
て
」
ｑ
経
済
論
莱
一
、
箪
九
十
一
巻
、
窮
六
号
）
、
　
「
一
」
ソ
ビ
、
一
ト
経
済
円
一
の
理
諭
」
（
同
上
、
第
九
十

　
二
巻
、
第
三
号
）
参
照
、

　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
四
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
へ
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
四
二
〇
）

　
　
（
３
）
　
レ
ー
ニ
ソ
は
、
ア
・
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
著
一
一
」
経
済
学
小
教
程
一
の
書
評
で
、
経
済
学
と
は
「
生
産
と
分
配
の
杜
会
関
係
と
を
、
そ
の
発
展
に

　
　
お
い
て
研
究
す
る
科
学
」
で
あ
る
と
い
う
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
の
規
定
を
、
平
明
で
正
確
な
規
定
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
　
（
肖
竃
昌
・
Ｏ
畠
勇
竃
雷
・

　
　
墨
員
．
や
ｐ
；
旨
卜
ｏ
暑
．
ｏ
０
Ｎ
）
。

　
　
　
ま
た
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
過
渡
期
の
経
済
「
一
に
た
い
す
る
評
注
に
お
い
て
、
「
経
済
学
消
滅
論
」
を
批
判
し
て
い
る
（
肖
竃
竃
實
竃
Ｏ
Ｑ
◎
層
舅
一

　
　
弓
竃
内
－
・
ｓ
亨
○
。
お
）
。
な
お
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
参
照
。

　
経
済
学
は
、
　
「
杜
会
的
生
産
の
歴
史
的
に
発
展
す
る
諸
制
度
に
つ
い
て
の
科
学
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済

制
度
に
お
い
て
、
生
産
的
・
経
済
的
な
関
係
が
、
物
と
物
と
の
関
係
を
と
る
と
い
な
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
、
れ
は
、
経
済
学
の
対
象

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
み
な
ら
ず
、
杜
会
主
義
の
も
と
に
お
い
て
も
、
ン
、
の
他
あ
ら
ゆ
る
構
成
体
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
条
件
に
照
応
し
た
経
済
諸
法
則
が
存
在
し
、
作
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
法
則
は
、
ン
、
れ
ぞ
れ
の
構
成
体
の
生
産
関
係
の
、
も

っ
と
も
本
質
的
な
も
の
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ン
、
れ
は
、
ま
た
、
経
済
科
学
に
お
け
る
理
論
的
分
析
の
対
象
で

あ
る
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
あ
や
ま
り
は
、
生
産
の
杜
会
的
関
係
を
、
生
産
一
般
と
す
り
か
え
、
経
済
科
学
の
課
題
を
、
生
産
力
の
合
理
的
組

織
の
問
題
に
還
元
し
て
し
ま
っ
た
点
に
あ
る
。
一
九
二
五
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
経
済
学
の
間
題
に
か
ん
す
る
、
共
産
主
義
ア
ヵ
デ

　
　
　
　
　
（
１
）

ミ
ー
の
討
論
会
に
お
い
て
、
イ
・
イ
・
ス
テ
バ
ー
ノ
フ
は
、
　
「
経
済
学
と
は
な
に
か
」
と
い
う
報
告
を
お
こ
な
い
、
経
済
学
の
対
象

を
賓
本
主
義
生
産
関
係
に
の
み
限
定
し
た
見
解
を
批
判
し
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
を
主
張
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
支
持
を
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ソ
の
『
評
注
』
　
（
「
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
過
渡
期
の
経
済
一
に
た
い
す
る
評
洋
一
）
が
発
表
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ま
で
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
滅
論
」
は
、
支
配
的
見
解
と
し
て
、
ひ
じ
よ
う
に
大
き
な
彩
響
力
を
も
っ
て
い
た
、

　
　
一
－
一
〇
雪
§
甲
Ｑ
竃
｛
富
ミ
．
声
一
ぎ
嚢
８
…
昌
■
§
婁
竃
・
旨
冨
９
曇
・
済
一
・
喜
彗
豪
妻
重
・
・
、
、
。
冒
、
。
戻
。
饒
曽
崇
臼
月
、
ヲ
一
、
、
自
》
－



　
　
オ
。
．
ｉ
婁
二
昌
．
彗
１
・
§
一
邦
訳
・
河
野
重
弘
訳
一
警
学
と
涛
ぞ
や
．
一
一
。
二
の
内
だ
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
い
意
味
で
の
経

　
　
済
学
に
つ
い
て
」
　
（
一
、
立
命
館
経
済
学
』
、
第
十
巻
、
第
四
号
、
一
〇
一
－
一
、
し
三
ぺ
ー
ジ
）
参
照
。

一
２
一
ラ
ピ
ド
ゥ
ー
ス
・
オ
ス
ー
一
ヴ
ー
－
チ
一
ノ
フ
の
一
教
程
「
て
、
第
五
版
二
九
二
九
年
一
ま
で
の
見
解
は
、
ブ
、
リ
ソ
の
「
経
済
学

　
　
消
滅
論
一
の
立
場
に
た
一
て
い
ゑ
一
拙
稿
「
一
ソ
ビ
一
－
経
済
一
の
理
論
一
一
経
済
論
叢
一
、
第
九
十
二
巻
、
第
三
号
参
照
一
。
そ
の
他
、
モ
ス

　
　
ク
ワ
大
学
教
授
一
リ
．
リ
一
ビ
ー
モ
フ
も
「
経
済
学
は
、
も
つ
ぱ
ら
た
だ
ひ
と
っ
、
資
本
主
義
秩
序
の
現
象
を
研
究
し
、
説
明
す
、
も
の
で

　
　
あ
る
…
…
資
本
主
義
経
済
の
み
を
・
と
り
あ
っ
か
う
べ
宝
の
で
あ
る
一
と
の
べ
て
い
る
一
肖
呂
一
目
旨
。
宙
肖
、
雪
。
目
。
實
一
、
。
崇
。
目
。
民
。
目
。
岸
富
．

　
　
弓
」
Ｌ
昌
．
戸
宕
員
ｓ
ｂ
．
９
）
。

　
　
　
べ
．
ボ
リ
ー
リ
ソ
も
二
九
二
九
年
に
・
そ
の
一
妥
「
ソ
ビ
エ
ー
経
済
学
の
理
論
的
研
究
に
っ
い
て
の
間
題
に
よ
せ
て
一
Ｇ
。
・
目
肖
冨
司
．
、
崇

　
　
暑
一
一
…
§
冒
§
昌
暑
婁
；
婁
・
募
・
雪
竃
・
喜
雪
婁
；
。
』
・
婁
・
。
胃
、
・
隻
の
な
か
で
、
資
本
主
義
か
ら

　
　
杜
会
主
義
一
の
過
渡
期
を
研
究
す
る
必
要
性
を
み
と
め
て
は
い
る
が
、
経
済
科
学
の
存
在
の
原
因
を
、
杜
会
主
義
経
済
の
未
嚢
性
、
雌
済
の

　
　
過
渡
的
性
格
に
も
と
考
す
な
わ
ち
・
当
時
の
ソ
ビ
エ
ー
経
済
は
、
ま
だ
多
ウ
ク
ラ
、
ド
杜
会
で
言
、
嚢
し
た
杜
会
主
義
経
済
で
は
な

　
　
く
・
発
展
の
百
性
が
存
在
す
色
だ
か
室
だ
経
済
学
が
必
要
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
杜
会
主
義
が
「
完
全
に
最
終

　
　
的
に
一
勝
利
す
れ
ぱ
・
経
済
学
は
必
要
で
な
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、
杜
会
主
義
の
窪
関
係
は
、
一
、
目
的
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

　
　
　
う
な
ボ
リ
ー
リ
ソ
の
見
解
は
・
っ
ま
る
と
こ
ろ
・
杜
会
義
経
済
学
を
否
定
す
る
も
の
に
ほ
か
雀
な
い
。
す
な
わ
ち
、
グ
ズ
ニ
ヤ
一
フ
も
指

　
　
摘
し
て
い
る
と
お
り
・
ボ
リ
ー
リ
ソ
は
・
客
観
的
を
の
と
膏
性
を
同
一
視
し
、
そ
れ
を
経
済
法
則
の
物
神
性
に
ま
で
み
ち
び
き
、
そ
の
作

　
　
　
用
は
・
蓬
か
も
さ
げ
が
た
い
も
の
と
か
ん
が
え
・
っ
ま
る
と
こ
ろ
、
肯
晶
に
作
用
す
る
経
済
法
則
の
み
を
み
と
め
、
杜
会
主
義
の
経
済
法

　
　
　
則
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
ゴ
一
ビ
ー
モ
フ
・
お
よ
び
ボ
リ
ー
リ
ソ
の
引
用
は
、
原
典
が
な
い
の
で
、
与
・
。
、
南
、
宙
＞
・
弓
・
、
曽
、
、
。
弓
。
づ
、
、
一
、
国
昌
づ
。
。
、
。
目
婁
一
一
。
弓
、
目
。
肖
．

　
　
．
冒
ポ
實
き
竃
一
…
一
一
墨
嚢
．
毒
呂
冒
一
８
；
目
嚢
き
竃
一
昌
ニ
ギ
三
冒
一
、
、
、
、
・
一
。
岬
。
・
。
弓
・
・
、
・
。
・
心
。
。

　
　
　
～
Ｎ
仁
目
Ｎ
ｍ
を
参
照
し
た
。
ｕ

た
と
え
ば
・
一
ー
ソ
は
・
い
く
つ
か
の
経
済
と
二
つ
の
主
菱
形
態
す
な
わ
ち
、
組
瀦
舞
と
非
組
織
的
経
済
一
コ
、
ソ

に
ょ
れ
ぱ
・
商
品
警
妻
換
経
済
の
こ
と
で
あ
る
一
に
区
別
し
て
い
る
。
組
織
経
済
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
の
生
産
と
分
配
が
、
人
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
四
二
一
）

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
四
二
二
）

の
意
識
的
意
志
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
一
定
の
計
画
に
よ
り
い
と
な
ま
れ
る
経
済
杜
会
で
あ
り
、
太
古
の
原
始
共
同
体
も
杜
会
主
義
杜

会
も
、
こ
の
な
か
に
は
い
る
。
た
だ
両
者
の
ち
が
い
は
、
発
達
し
た
統
計
装
置
が
あ
る
か
な
い
か
、
精
密
な
科
学
的
計
算
が
お
こ
な

わ
れ
る
か
、
お
こ
な
わ
れ
な
い
か
だ
け
で
あ
り
、
生
産
管
理
の
原
則
は
、
ま
っ
た
く
お
な
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
杜
会
の

生
産
関
係
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
杜
会
の
経
済
の
研
究
は
、
「
要
す
る
に
、
そ
の
重
要
な
部
分
が
、
記
述
お
よ
び
規
定
」

に
す
ぎ
な
い
。
交
換
杜
会
に
か
ん
す
る
経
済
学
が
、
個
六
の
経
済
現
象
の
原
因
を
究
明
し
、
商
品
の
生
産
お
よ
び
分
配
を
管
理
す
る
白

然
力
的
合
法
則
性
を
み
つ
け
だ
し
、
秩
序
あ
る
体
系
に
、
お
た
が
い
に
結
合
し
た
法
則
の
相
互
依
存
性
を
確
立
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、

　
　
　
モ
ノ
グ
ラ
フ
イ
ー
チ
ェ
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
デ
オ
グ
ラ
７
イ
ー

理
論
的
（
法
則
設
定
的
）
科
学
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
交
換
前
の
杜
会
、
あ
る
い
は
杜
会
主
義
杜
会
を
研
究
す
る
科
学
は
、
記
述
的
歴

手
エ
ス
キ
ー

史
的
な
性
格
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
コ
ー
ソ
は
、
コ
父
換
杜
会
の
生
産
関
係
を
研
究
す
る
経
済
学
が
、
い
わ
ゆ
る
理

　
　
　
（
１
）

論
経
済
学
」
で
あ
り
、
　
「
理
論
経
済
学
は
、
た
だ
商
品
杜
会
を
研
究
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
交
換
関
係
の
破
減
は
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

時
に
ま
た
、
理
論
経
済
学
の
破
減
で
あ
る
」
と
の
べ
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
と
お
な
じ
結
論
に
到
達
す
る
。

　
　
（
１
）
　
岩
◎
、
Ｈ
＞
・
島
・
一
肖
¢
員
竃
目
◎
塁
昌
碧
肖
胃
昌
昌
旨
冒
一
畠
實
邑
賢
冨
旨
昌
．
畠
ミ
■
　
－
、
、
、
村
旧
正
訳
？
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
経
済
学
の
方
法

　
　
　
　
　
一
八
ぺ
ー
ジ
（
以
下
べ
－
ジ
数
は
邦
沢
に
よ
る
）
。
〔
こ
れ
は
、
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
共
産
大
学
第
二
学
年
に
お
け
る
、
一
九
二
四
－
二
五
年

　
　
　
度
の
講
義
で
あ
る
。
〕

　
　
（
２
）
　
同
右
　
　
一
九
べ
ー
ジ
。

　
さ
ら
に
、
コ
ー
ソ
は
、
交
換
経
済
を
、
二
つ
の
類
型
に
区
別
す
る
、
一
つ
は
、
交
換
関
係
の
う
え
に
た
て
ら
れ
る
が
、
労
働
の
搾

取
の
関
係
を
し
ら
な
い
単
純
商
品
経
済
で
あ
り
、
他
は
、
交
換
関
係
、
な
ら
び
に
労
働
の
搾
坂
の
関
係
の
う
え
に
た
て
ら
れ
た
資
本

主
義
経
済
で
あ
る
。
も
し
経
済
学
が
、
交
換
礼
会
一
般
Ｏ
生
産
閑
廉
Ｏ
研
先
を
、
＞
、
Ｏ
任
務
と
す
る
な
ら
ば
、
綻
沽
学
は
、
た
だ
あ

ら
ゆ
る
交
換
礼
会
に
共
通
な
生
産
関
係
の
み
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
・
り
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
い
い
か
え
れ
ば
、
経
済
学
は
、
た
だ



交
換
関
係
の
み
を
研
究
し
て
、
資
本
主
義
的
搾
取
を
み
の
が
す
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
資
本
主
義
の
経
済
構
造
は
、
交
換
関
係

一
般
を
研
究
す
る
科
学
で
は
解
明
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
資
本
主
義
杜
会
の
生
産
関
係
を
研
究
す
る
特
別
の
科
学

が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
科
学
こ
そ
が
経
済
学
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
コ
ー
ソ
に
と
っ
て
は
、
　
「
資
本
主
義
杜
会
の
生
産
関
係

を
研
究
す
る
理
論
的
科
学
」
の
み
が
経
済
学
な
の
で
あ
る
。

　
コ
ー
ソ
に
よ
れ
ば
、
　
「
理
論
経
済
学
」
は
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
三
部
門
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
他
の
部
門
は
、
経
済

史
と
経
済
政
策
で
あ
る
・
理
論
経
済
学
は
、
資
本
主
義
杜
会
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
政
策
は
、
理
論
経
済
学
の
結
論
を
き

そ
に
し
て
・
資
本
主
義
杜
会
を
、
い
か
に
変
革
す
る
か
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ソ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
杜
会
主

義
の
も
と
で
は
、
経
済
法
則
は
衣
く
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
、
も
は
や
経
済
学
は
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
、
た
だ
政
策
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

で
あ
り
、
目
パ
体
的
な
応
用
科
学
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
（
１
）
　
前
掲
書
　
三
一
べ
ー
ジ
。

　
コ
ー
ソ
は
、
経
済
政
策
が
、
理
論
経
済
学
の
結
論
に
も
と
づ
い
て
、
資
本
主
義
杜
会
を
、
い
か
に
変
革
す
る
か
を
教
え
る
も
の
で

あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
杜
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
法
則
が
作
用
し
て
い
る
。
た
だ
資
本
主
義
と
杜
会
主
義
の

も
と
に
お
け
る
ば
あ
い
と
の
ち
が
い
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
法
則
が
白
生
的
に
作
州
し
、
人
間
を
支
肥
す
る
法
則
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
が
、
祉
会
主
義
の
も
と
で
は
、
人
問
の
意
志
を
つ
う
じ
て
実
現
さ
れ
る
法
則
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
祉
会
主

義
の
も
と
に
お
け
る
法
則
を
研
究
し
、
認
識
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
杜
会
主
義
的
な
諦
関
係
を
、
計
画
的
に
ど
う
し
て
つ
く
り
だ
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
疑
問
に
た
い
し
、
コ
ー
ソ
は
、
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
コ
ー
ソ
の
見
解
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
済
学
の
対
象
を
「
資
本
主
義
－
商
品
杜
会
」
に
限
定
し
、
　
「
計
画
的
に
組
織
さ
れ
た
杜

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
四
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
（
四
二
四
）

会
」
に
お
け
る
経
済
的
合
法
則
性
の
存
在
を
否
定
し
、
た
だ
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
、
　
「
杜
会
的
諸
関
係
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
、
「
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
計
画
が
た
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
つ
か
う
経
済
政

策
の
み
し
か
な
い
、
と
い
う
主
張
は
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
発
展
法
則
を
否
定
し
、
そ
の
ご
支
配
的
な
見
解
と
な
っ
た
、
国
家
に

よ
る
計
画
が
法
則
と
し
て
の
力
を
も
つ
と
い
う
、
主
観
主
義
的
見
解
、
い
わ
ゆ
る
「
計
画
化
－
法
則
」
論
を
生
み
だ
す
基
盤
と
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
前
掲
書
　
三
一
べ
－
ジ
。

　
コ
ー
ソ
の
よ
う
に
、
計
画
経
済
の
も
と
で
の
経
済
的
合
法
則
性
を
、
完
全
に
否
定
す
る
見
解
に
た
い
し
、
ラ
ピ
ド
ゥ
ー
ス
、
オ
ス

ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
は
当
初
、
資
本
主
義
経
済
の
生
産
関
係
を
支
配
す
る
法
則
と
同
時
に
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
諦
法
則
の
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

必
要
を
み
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ば
あ
い
で
も
、
コ
ー
ソ
と
の
基
本
的
な
ち
が
い
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ラ
ピ
ド
ゥ
ー
ス
、

オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
に
よ
れ
ば
、
ソ
ピ
ェ
ト
経
済
の
諦
法
則
は
、
資
本
主
義
の
諸
法
則
と
は
、
根
本
的
に
区
別
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
経
済
学
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
、
た
だ
、
礼
会
主
義
経
済
形
態
の
ほ
か
に
も
、
資
本
主
義
や
白
然
経
済
な
ど

の
諦
形
態
の
存
在
す
る
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
段
階
に
お
い
て
は
、
貰
本
主
義
経
済
の
諸
法
則
が
、
ま
だ
ど
の
程
度
作
州
す
る
か
、
こ
れ

ら
の
法
則
が
、
ど
の
程
度
ま
で
計
画
的
指
樺
に
と
っ
て
か
わ
る
か
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
な
か
で
、
計
画
的
活
動
と
自
然
発
生
的
活
動

と
の
あ
い
だ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
依
存
関
係
が
存
在
す
る
か
、
と
い
う
閉
魑
が
あ
る
た
め
に
、
経
済
学
の
必
要
が
ま
だ
の
こ
る
。
も

し
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
が
、
た
だ
ひ
と
つ
の
経
済
形
態
と
な
れ
ぱ
、
「
経
済
学
の
研
究
す
べ
き
材
料
は
な
く
な
る
」
。
つ
ま
り
、
ラ
ピ
ド

ゥ
ー
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
の
初
期
の
見
解
は
、
資
本
上
荻
奥
素
の
存
在
す
る
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
時
期
、
す
な
わ
ち
、
資

本
主
義
か
ら
礼
会
十
工
炎
へ
○
過
波
瑚
に
お
い
て
Ｏ
み
、
　
「
維
済
学
」
は
存
在
す
る
、
と
い
、
っ
こ
と
に
た
る
Ｌ



●

　
　
一
－
一
拙
稿
「
フ
ビ
一
ト
経
済
」
の
理
論
一
一
一
一
経
済
論
叢
」
、
第
九
十
二
巻
、
第
三
号
一
参
照
。

元
二
干
六
年
に
・
罠
経
済
の
復
興
宝
わ
り
、
吉
い
つ
そ
う
の
発
展
に
は
、
設
備
更
新
、
新
規
投
票
必
要
隻
つ
て

き
た
・
二
六
－
二
七
年
か
ら
は
じ
ま
る
「
工
業
化
政
策
一
は
、
古
い
企
業
の
復
興
か
ら
、
、
一
、
の
再
建
と
、
重
工
業
の
優
先
的
発
雲

き
そ
に
・
罠
経
済
の
杜
会
主
義
的
竪
迫
の
前
提
を
つ
く
り
だ
す
政
策
で
書
、
こ
れ
に
；
く
竺
次
五
カ
年
計
画
二
九
二
八

年
上
一
二
年
一
は
・
固
定
フ
ォ
ソ
ド
の
完
全
な
更
新
と
再
警
芝
き
、
国
民
経
済
の
杜
会
主
義
的
改
造
美
し
と
げ
る
た
め
の
計

画
に
ほ
か
奮
奈
一
た
・
杜
会
主
義
的
改
造
を
計
画
的
に
す
す
め
る
た
め
に
は
、
過
渡
期
一
資
本
主
義
か
ら
杜
会
義
一
の
過
渡
期
一

に
春
る
杜
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
合
法
則
性
を
認
識
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
政
策
を
う
ち
た
て
な
け
れ
ば
な
ら
き
。
資
本
主

義
か
ら
杜
会
主
義
一
の
過
渡
期
の
存
在
と
そ
の
震
、
計
画
的
斉
会
主
養
設
の
必
然
性
が
、
過
渡
期
経
済
に
内
在
す
る
合
法
則

陛
蓋
論
的
に
検
討
す
る
こ
と
菱
求
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
ブ
↑
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
減
論
一
が
批
判
の
対
象
と
盲
、
、
一
、

れ
を
克
服
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
の
其
り
か
ら
三
〇
年
代
の
は
じ
め
に
か
け
、
実
精
に
は
、
五
カ
年
計
画
の
作
成
と
、
一
、
の
遂
行
の
た
め
に
、
理

論
的
に
は
・
ブ
↑
リ
ソ
の
見
解
の
批
判
与
つ
じ
て
、
「
ソ
ピ
エ
ト
経
済
一
理
論
の
体
系
化
の
こ
こ
ろ
奈
套
れ
、
元
…

年
に
は
・
「
ソ
ビ
一
－
舞
一
叢
の
新
し
い
篇
一
目
…
婁
妻
一
。
。
宙
。
、
。
戻
。
饒
箏
戻
。
、
一
。
崖
、
、
戻
一
、
一
一
が
つ
く
え
、
大
学
力
一
、
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

で
「
ソ
策
○
舞
紫
一
諭
と
と
も
に
、
「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
理
論
一
の
襲
が
お
こ
奈
れ
至
う
集
つ
た
。

　
　
一
工
鵜
「
広
い
藻
で
の
舞
学
に
一
い
て
一
一
」
、
立
鶏
舞
学
一
、
第
十
二
巻
、
第
一
。
万
、
八
一
、
一
べ
、
ジ
一
蔦
。

こ
の
よ
う
に
二
九
二
〇
年
代
お
わ
ユ
、
経
掌
に
青
る
観
念
論
主
び
機
埜
柵
の
て
つ
て
い
的
孟
判
を
つ
う
じ
、
当
時

は
ま
だ
「
ソ
ビ
一
森
双
諭
一
と
し
て
で
は
あ
一
た
が
、
広
い
意
味
で
・
霧
学
の
構
成
蓉
と
し
て
・
「
杜
会
麦
舞
学
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
四
二
五
）

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）

の
確
立
に
注
意
が
は
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
四
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ソ
連
に
お
け
る
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
発
展
は
、
第
二
期
に
は
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
の
発
展
過
程
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
」
（
ｉ
立
命
館
経
済
学
』
、
第
十
二
巻
・

　
第
一
号
、
八
五
－
八
六
ぺ
ー
ジ
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
区
分
の
な
か
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
後
に
わ
た
る
時
期
を
、
第
四
、
箪
五
、
第

　
六
の
三
っ
の
時
期
に
区
分
し
た
が
、
厳
密
に
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
、
区
分
し
た
方
が
よ
り
適
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
の
時
期
は
、
ス
タ
ー

　
リ
ソ
が
、
経
済
学
者
と
の
会
談
で
、
ソ
連
に
お
け
る
価
値
法
則
の
存
在
を
指
摘
し
た
一
九
四
一
年
か
ら
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
論
文
「
ソ
連
邦
に
お

　
げ
る
杜
会
主
義
の
経
済
的
諾
間
題
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
五
二
年
ま
で
。
第
五
の
時
期
は
、
　
「
ス
タ
ー
リ
ソ
諭
文
」
の
諸
命
題
、
諸
規
定
に
も

　
と
づ
く
、
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
、
・
・
１
経
済
研
究
所
の
一
」
経
済
学
」
（
教
科
書
）
の
第
一
版
二
九
五
四
年
〕
、
第
二
版
〔
一
九
五
五
年
〕
の
発
行

　
さ
れ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
、
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
の
時
期
。
第
六
の
時
期
は
、
第
二
〇
回
党
大
会
で
ス
タ
ー
リ
ソ
が
批
判
さ
れ

　
た
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
の
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
路
線
に
よ
る
諸
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
命
題
、
諦
規
定
の
再
概
討

　
が
は
じ
ま
っ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
、
　
『
教
科
書
』
第
三
版
に
代
衣
さ
れ
る
時
期
。
第
七
の
時
期
は
、
一
九
六
一
年
十
月
の
第
二
十
二
回
党
大
会

　
で
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
全
面
的
批
判
が
お
こ
な
わ
れ
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
路
線
の
総
括
と
し
て
、
新
綱
領
が
採
択
さ
れ
た
時
期
い
ご
、
す
な
わ
ち
、

『
教
科
書
ら
箪
四
版
に
代
表
さ
れ
る
時
期
。

　
な
お
、
ツ
ァ
ゴ
ー
ロ
フ
教
授
は
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
思
想
の
発
峻
を
、
大
区
分
と
小
区
分
と
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
っ
ぎ
の
よ
う
に
区
分
し
て
い

　
る
。

　
Ｈ
　
大
区
分
　
　
箪
一
の
時
期
　
　
経
済
の
革
命
的
改
造
期
、
と
り
わ
け
所
有
関
係
変
惟
期
。
第
二
の
時
期
　
　
杜
会
主
義
が
、
そ
の
本
来

の
ざ
そ
の
う
え
に
売
腔
し
た
時
期
。

　
い
　
小
区
分
　
　
第
一
の
時
期
　
　
ガ
刀
巾
命
か
ら
戦
時
共
産
主
義
ま
て
。
箪
二
の
時
期
－
戦
時
共
産
主
義
。
塘
三
の
時
期
　
　
不
ツ
プ

の
は
じ
ま
り
か
ら
塘
一
次
圧
カ
年
計
晒
炎
で
。
箪
川
の
時
期
　
　
第
一
次
斤
力
年
引
画
か
ら
祉
八
Ａ
主
義
の
勝
利
ま
て
。
猪
五
の
時
期
　
　
祉
会

主
義
の
勝
利
か
ら
一
九
五
一
年
卜
一
月
、
経
済
学
に
つ
い
て
討
八
洲
公
ま
て
、
第
六
の
時
期
　
　
策
二
６
同
党
大
へ
＾
ま
て
、
策
七
の
時
期
　
　
塘

二
一
∴
阿
兇
大
へ
＾
か
ら
塩
在
セ
、
で
。
（
員
胃
昌
冨
申
＞
∴
呂
９
葛
◎
Ｏ
｝
◎
ｂ
轟
雪
畠
昌
Ｏ
冨
胃
實
◎
｝
Ｏ
尻
Ｏ
昌
竃
篶
Ｏ
實
昌
｝
目
富
目
．
宙
尻
｝
．
《
巾
◎
暑
Ｏ
Ｏ
曽

…
曇
一
書
一
・
ご
…
；
…
一
二
亘
－
呂
；
・
竃
．
着
－
員
曇
○
・
．
暮
．
竈
岬
．
）

　
以
上
の
上
う
に
、
ツ
ア
ゴ
ー
ロ
フ
教
授
は
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
と
、
そ
れ
い
ご
の
二
っ
の
時
期
に
大
区
分
し
、
さ
ら
に



具
体
的
な
政
策
に
照
応
し
て
、

区
分
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

小
区
分
を
し
て
い
る
。
も
し
、

経
済
理
諭
の
発
腰
を
中
心
に
し
て
区
分
す
れ
ば
、
き
ぎ
，
一
の
べ
た
、

わ
た
し
つ

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
ツ
　
　
　
フ

　
一
九
二
一
年
か
ら
は
じ
ま
る
「
新
経
済
政
策
」
の
実
施
に
よ
り
、
因
内
戦
争
に
よ
り
破
壌
さ
れ
た
因
民
経
済
は
急
速
に
復
興
さ
れ
、

一
九
二
五
－
二
六
年
ご
ろ
に
は
、
工
業
の
生
産
も
、
ほ
ぼ
革
命
前
の
水
準
（
一
九
二
二
午
一
に
た
っ
し
た
が
、
も
っ
ば
ら
旧
設
傭
の
食

い
つ
ぶ
し
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
の
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
設
傭
の
更
新
と
新

規
の
建
設
が
必
要
と
な
り
、
拡
大
再
生
産
を
保
障
す
る
第
一
部
門
（
生
産
手
段
生
産
都
門
）
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
機
械
製
作
部
門
の
確
立

と
発
展
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
民
経
済
の
杜
会
主
義
的
改
造
を
め
ざ
す
工
業
化
政
策
の
可
能
性
と

必
然
阯
が
で
て
さ
た
。
と
こ
ろ
で
、
杜
会
主
義
の
生
成
過
程
は
、
資
木
主
義
経
済
形
態
が
、
封
姓
杜
会
の
胎
内
で
自
然
的
に
発
生
し
、

成
熟
し
た
の
と
は
恨
木
的
に
こ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
杜
会
主
義
経
済
形
態
は
、
賓
本
ｔ
義
の
胎
内
に
発
生
し
、
成
熟
す
る
こ
と
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
杜
会
主
義
は
、
認
識
さ
れ
た
発
展
法
則
に
も
と
づ
い
て
、
意
識
的
に
述
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
乍
床
千
段
ｏ
杜
会
的
所
有
と
あ
い
ま
っ
て
、
同
民
経
済
の
計
画
的
遮
常
を
必
然
的
な
も
の
「
ト
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

工
業
化
政
災
は
、
計
繭
の
本
質
と
役
割
り
に
つ
い
て
の
問
題
を
提
起
し
、
計
画
は
、
杜
会
ｔ
携
の
式
器
で
あ
り
、
す
べ
て
の
均
衡
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

吐
会
ｔ
施
的
改
遣
に
従
属
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
計
画
化
の
定
携
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
、
１
Ｊ
　
前
掲
、
ツ
ァ
ゴ
ー
ロ
フ
の
諭
文
、
　
一
一
べ
ー
ジ
参
照
。

　
＾
阿
化
Ｏ
こ
Ｏ
与
つ
な
規
定
に
た
い
し
、
計
画
は
、
国
民
経
済
の
あ
る
一
定
の
均
衡
状
態
を
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
汁
画
は
、

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
四
二
七
）



　
　
　
立
命
霧
済
学
一
第
十
二
巻
・
第
四
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
一
四
二
八
一

あ
ら
か
じ
め
自
然
発
生
的
に
う
ち
た
て
ら
れ
た
均
衡
の
予
測
で
あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
方
法
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
計
画
的
な
工

業
化
政
策
は
、
経
済
の
自
然
法
則
を
侵
害
す
る
も
○
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
現
在
の
、
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
「
計
画
化
」
理
論
に
、
ひ
ろ
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
見
解
の
き
リ
ー
、
に
あ
る
の
は
、
ブ
ハ
ー

リ
ソ
の
・
い
わ
ゆ
る
「
労
働
支
出
の
法
則
」
　
　
あ
ら
ゆ
る
構
成
体
に
お
け
る
杜
会
的
生
産
の
均
街
を
規
定
す
る
法
則
、
．
－
で
あ
り
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
お
け
る
価
値
法
則
へ
の
盲
目
的
な
従
属
を
み
と
め
、
あ
た
え
ら
れ
た
均
衡
を
絶
対
的
な
も
の
と

す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
マ
ル
ク
ス
は
、
ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
あ
て
の
手
紙
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
い
か
な
る
国
民
で
も
、
一
年
問
は
お

ろ
か
、
二
、
三
週
問
だ
け
で
も
、
労
働
を
停
止
し
よ
う
も
の
な
ら
、
た
ち
ま
ち
ま
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
子
供
で

も
し
っ
て
い
る
・
ま
た
、
種
六
の
欲
望
の
量
に
お
う
じ
る
、
も
ろ
も
ろ
の
生
産
物
の
量
は
、
特
定
の
分
量
の
種
六
の
杜
会
的
総
労
働

の
量
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
お
な
じ
よ
う
に
、
ど
ん
な
子
供
で
も
し
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
杜
会
的
労
働
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

一
定
の
比
例
で
耐
分
す
る
必
要
は
、
杜
会
的
生
産
の
特
定
の
彩
態
に
よ
っ
て
け
っ
し
て
な
く
な
ら
ず
、
た
だ
、
〆
、
の
あ
ら
わ
れ
る
仕
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

が
か
わ
る
だ
け
で
あ
る
の
は
、
白
明
の
こ
と
で
あ
る
。
」

　
　
（
１
）
　
一
八
六
八
年
七
刀
十
一
口
づ
け
、
マ
ル
ク
ス
の
ク
ー
ゲ
ル
マ
ソ
あ
て
の
手
紙
、
邦
沢
一
マ
ル
ク
ス
．
エ
ソ
ゲ
ル
ス
．
一
巻
迷
火
Ｌ
箪
二
巻
、

　
　
　
一
、
一
六
一
ぺ
ー
ジ
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
Ｏ
「
労
働
支
出
の
法
則
」
は
、
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
指
摘
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
入
宇
づ
い
で
あ
ろ
が
、
一
く
ル
ク
ス
は
、
杜

会
的
止
唯
「
ト
と
っ
て
、
一
定
○
比
例
性
を
も
つ
こ
と
が
必
要
て
あ
る
こ
と
を
、
旨
商
し
て
い
、
り
Ｊ
イ
、
中
。
っ
て
、
フ
一
、
．
リ
ソ
○
い
う

去
つ
に
、
価
他
法
則
に
か
わ
り
、
労
働
支
出
の
法
則
が
と
っ
て
か
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
　
比
例
ン
、
い
も
い
は
、
一
定
不
変
Ｏ

■



も
の
で
は
な
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
段
階
に
お
い
て
、
ン
、
の
杜
会
の
生
産
関
係
の
性
格
、
諾
階
級
の
相
亙
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
に
よ
り
、
変
化
す
る
。
杜
会
主
義
の
も
と
で
は
、
価
値
法
則
に
か
わ
り
、
ン
、
れ
と
お
な
じ
「
労
働
支
出
の
法
則
」
が
作

用
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
資
本
主
義
の
も
と
で
存
在
し
て
い
た
一
定
の
比
例
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
ば
あ
い
、
価
値
法
則
は
、
　
「
労
働
支
出
の
法
則
」
の
資
本
主
義
の
も
と
で
の
形
態
に
す
ぎ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
具
体
的
な
政
策
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
に
た
っ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
杜
会
主
義

の
も
と
で
は
、
資
本
主
義
は
、
自
然
に
杜
会
主
義
に
成
長
す
る
、
と
。
こ
こ
か
ら
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
富
農
支
持
政
策
、
富
農
は
杜
会

主
義
に
平
和
的
に
成
長
す
る
と
い
う
理
論
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
経
済
法
則
に
立
脚
し
て
、
祉
会
主
義
・
共
産
主
義
を
建
設
す
る
具
体
的
な
諸
方
策
　
　
工
業
化
政
策
、
農
業
に
お
け
る
集
団
化
政

策
　
　
を
う
ち
た
て
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
右
に
の
べ
た
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
・
右
翼
目
和
見
主
義
的
」
見
解
は
、
双
論

の
分
野
に
お
け
る
だ
け
で
な
く
、
実
践
に
お
い
て
は
、
宙
農
支
持
の
那
論
と
な
り
、
階
級
闘
争
と
む
す
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
一
九

二
〇
年
代
の
お
わ
り
、
工
業
化
と
集
団
化
政
策
の
実
施
に
と
も
な
い
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
右
翼
目
和
見
主
義
的
見
解
、
経
済
学
に
お
け

る
機
械
論
が
批
判
の
対
象
と
な
り
、
と
く
に
批
判
の
重
点
が
、
そ
の
階
級
的
内
答
に
お
か
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
惹
義
を
も
つ
も
の

で
あ
っ
た
し
、
ま
た
必
然
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
諮
施
策
を
科
学
的
に
き
そ
づ
け
る
に
は
、
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
存
在
す
る
、
資
本
主
裁
か
ら
礼
会
主
義
へ
の
辿
渡
期
に
お
け
る
合
法

則
性
を
あ
き
ら
か
に
し
、
杜
会
主
義
的
改
逃
に
と
っ
て
必
要
な
均
衡
、
工
茱
と
般
業
と
の
閑
係
、
蓄
秋
と
消
批
と
の
閑
係
を
う
ち
た

て
、
そ
れ
を
理
論
的
に
き
そ
づ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

　
「
ソ
ビ
ヱ
ト
経
済
」
理
論
を
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
で
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
に
ほ
か

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
四
二
九
）



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
箪
四
号
）

な
ら
な
か
っ
た
。

六
八
　
（
四
三
〇
）

三

　
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
」
理
論
を
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
の
な
か
で
、
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
計
画
の
役
割
と
ン
、
の
規
定
の

問
題
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
末
の
、
経
済
学
に
お
け
る
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
、
　
「
労
働
支
出
の
法
則
」
と
「
均
衡
論
」
を
中
心
と
す

る
右
翼
日
和
見
主
義
的
見
解
、
ベ
ツ
ソ
ー
ノ
フ
ヤ
コ
ー
ソ
に
代
表
さ
れ
る
機
械
論
、
ル
ー
ピ
ソ
の
観
念
論
の
批
判
、
計
画
を
、
市
場

の
白
然
力
に
順
応
し
た
、
た
ん
な
る
行
政
的
措
澄
に
す
ぎ
な
い
と
か
ん
が
え
た
ト
ロ
ッ
キ
ズ
ム
的
見
解
の
批
判
を
つ
う
じ
、
他
方
で

は
、
猪
一
次
五
カ
年
計
画
の
予
想
以
上
の
成
功
の
影
響
を
う
け
て
、
杜
会
主
義
経
済
の
発
展
法
則
は
、
国
民
経
済
計
画
で
あ
る
と
い

う
、
　
「
計
画
化
－
法
則
」
論
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
は
、
商
品
・
資
本
主
義
生
産
の
盲
目
的
法
則
に
従
属
し
て
い
る
と
い
う
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
や
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス

キ
ー
の
見
解
の
批
判
は
、
商
品
生
産
の
諾
法
則
、
経
済
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
存
在
と
作
用
の
全
面
的
否
定
に
み

ち
び
き
、
価
値
法
則
に
た
い
し
て
計
画
が
対
置
さ
れ
、
さ
ら
に
、
五
力
年
計
画
の
成
功
は
、
計
画
化
の
稜
極
的
役
割
を
、
法
則
を
つ

く
り
だ
す
経
済
力
に
ま
で
た
か
め
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
計
画
が
発
展
法
則
で
あ
る
と
い
う
見
解
の
形
成
に
、
お
お
き
な
影
響
を
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

え
た
。
　
こ
の
法
則
の
客
観
的
性
格
を
否
定
し
た
、
　
「
計
画
化
－
法
則
」
論
は
、
　
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
の
批
判
（
一
九
四
九
年
）
と

「
ス
タ
ー
リ
ソ
流
文
」
の
発
表
（
一
九
五
二
年
）
に
い
た
る
ま
で
、
一
九
三
〇
年
代
と
四
〇
年
代
と
に
わ
た
り
、
な
が
ら
く
、
支
配
的

な
見
解
で
あ
っ
た
。

　
～
　
州
稿
「
杜
会
主
衣
維
済
学
の
生
成
と
発
展
」
（
「
経
済
論
叢
「
一
、
塘
九
一
巻
、
第
四
号
、
三
〇
１
三
ニ
ペ
ー
ジ
）
、
お
よ
び
「
『
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
』



　
　
　
の
理
論
」
　
（
同
上
、
第
九
二
巻
、
第
三
号
）
参
昭
一
。

　
た
と
え
ば
、
一
九
三
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
、
べ
・
ボ
ハ
ノ
フ
ス
キ
エ
！
、
の
他
に
よ
る
『
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
経
済
政
策
』
を
み
て
み

よ
う
・
こ
の
著
作
は
、
　
「
五
ヵ
年
計
画
の
過
程
は
、
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
キ
的
計
画
化
の
力
を
し
め
し
、
計
画
と
は
、
わ
が
同
の
経
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

発
展
法
則
で
あ
る
と
い
う
詐
価
の
正
し
い
こ
と
を
確
証
し
た
」
と
の
べ
、
さ
ら
に
、
経
済
の
運
動
が
、
汽
ｎ
的
に
み
ち
び
か
れ
る
制

度
と
対
比
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
の
時
期
に
は
、
経
済
の
運
動
は
、
育
目
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
革
命
的
改
造
計
画
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

み
ち
び
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
で
の
「
発
展
法
則
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
的
計
画
で
あ
る
」
と
い
う
緕
論
に
た
っ
す
る
。

ポ
ハ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
計
画
力
（
計
画
）
は
、
盲
目
力
に
対
置
さ
れ
、
育
口
力
と
の
闘
争
に
お
い
て
ｏ
み
、
汽
〕
力
を
克
服

し
、
従
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
計
画
力
の
支
配
が
た
か
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
、
計
画
力
の
客
観
的
き
、
１
し

は
な
に
か
、
‘
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
解
明
さ
れ
ず
、
十
工
観
的
な
も
の
と
し
て
、
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
、
　
「
計

画
化
は
、
打
目
力
と
の
闘
箏
に
お
い
て
、
わ
が
（
ソ
ビ
エ
↓
経
済
内
の
穴
口
的
原
双
を
考
慮
に
い
れ
る
よ
、
つ
な
形
式
ｔ
と
り
、
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

そ
う
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
、
計
画
化
に
さ
い
し
て
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
汽
〕
的
原
処
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
計
画
と
は
棚
反
す
る
盲
〔
的
原
理
が
、
計
画
化
の
客
観
的
き

そ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
す
な
わ
ち
、
生
陸
手
段
の
祉
会
的
所
有
の
失
塊
に
と
も
な
う
、
新
し
し
い
経
済
条
件
に
も
と
づ
い
て
、

新
レ
い
客
観
的
法
則
が
発
止
し
作
川
す
る
こ
と
が
、
無
祝
さ
れ
、
計
画
化
を
必
然
的
な
り
し
め
、
可
能
に
す
る
客
概
的
き
ン
、
が
あ
き

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
、
こ
の
よ
う
な
、
　
「
計
画
化
Ｈ
法
則
」
論
が
、
支
配
的
な
見
解
と
な
っ
た
、

　
　
（
１
）
　
べ
・
ボ
ハ
ノ
フ
ス
キ
ー
そ
の
他
『
ソ
ビ
ェ
ト
連
邦
の
維
済
政
策
一
（
邦
ぶ
、
縦
済
批
判
会
心
一
、
ソ
ビ
ェ
ー
ト
同
蝋
計
函
経
済
」
六
一
、
一
ぺ
ー

　
　
　
ジ
）
〔
以
下
べ
ー
ジ
数
は
邦
沢
に
よ
る
〕
、

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
四
三
一
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）

（
２
リ
　
同
右
　
七
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
３
）
　
同
右
　
七
三
べ
ー
ジ
。

七
〇
　
（
四
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
一
九
三
〇
年
か
亘
二
二
年
に
か
け
て
の
時
期
は
、
　
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
理
論
の
純
潔
の
た
め
の
闘
争
の
年
」
と
い
わ
れ
、

経
済
学
に
お
け
る
観
念
論
、
右
翼
日
和
見
主
義
的
・
機
材
論
的
歪
曲
と
の
闘
争
の
な
か
で
、
　
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
」
の
体
系
化
へ

の
一
歩
が
ふ
み
だ
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
旨
昌
婁
事
声
一
■
君
冒
一
５
篶
君
看
畠
竃
冒
實
竃
員
一
雪
；
田
；
曽
目
墓
實
暮
ｏ
雪
昌
昌
冒
・
《
写
ｏ
ｏ
畠
竃
買
◎
昌
旨
竃
》
一
オ
・
・
ｍ
Ｌ
８
。
。
■

　
　
ｏ
｛
．
崖
○
．

　
一
九
三
一
年
春
、
カ
ザ
ノ
ヴ
ィ
チ
は
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
諦
問
題
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
た
経
済
学
を
学
習
す
る
こ
と
の
必
要
を

　
　
　
（
１
）

指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
は
、
　
『
経
済
学
』
教
程
要
綱
の
根
本
的
改
訂
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
杜
会
主
義
建
設
の
具
体
的
請
問
題
を
、

く
わ
し
く
分
析
し
、
　
理
論
的
に
き
そ
づ
け
、
　
過
渡
期
経
済
と
杜
会
主
養
の
時
期
の
経
済
の
令
法
則
性
を
研
究
す
る
「
ソ
ピ
ェ
ト
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

済
」
教
秋
を
つ
く
る
、
お
お
く
の
こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
た
。

　
　
（
１
）
・
。
書
蕾
一
責
暮
竃
竃
寝
ｏ
畠
竃
－
善
冒
冨
員
ぎ
．
下
・
。
Ｌ
§
・
．
昌
宇
ド

　
　
（
２
）
　
州
稿
「
広
い
点
味
で
の
維
済
学
に
つ
い
て
」
（
「
立
命
・
鮒
経
済
学
「
一
、
箔
十
二
巻
、
弟
一
丹
、
八
．
．
．
べ
－
ジ
）
参
照
、

　
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
」
の
体
系
化
は
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
を
確
立
す
る
た
め
の
第
一
捗
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
に
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

版
が
公
刊
さ
れ
た
、
コ
フ
マ
ソ
監
修
○
『
経
済
学
』
　
（
教
科
書
）
は
、
広
い
音
心
味
で
ｏ
維
済
学
ｏ
立
場
か
ら
か
か
れ
た
も
ｏ
ｏ
ひ
と



つ
で
あ
る
。

　
　
了
一
共
・
一
ム
ア
カ
デ
ミ
ー
レ
一
ン
グ
一
フ
ー
ド
支
部
・
経
群
究
所
編
・
一
フ
一
ソ
監
修
一
Ｌ
一
ル
ク
ス
麦
驚
学
』
、
第
一
巻
、
第
二

　
　
巻
、
第
三
巻
上
（
邦
訳
は
、
　
一
九
三
二
年
刊
行
窮
二
版
の
訳
で
あ
ろ
）
。

　
コ
フ
マ
ソ
は
・
過
渡
期
経
済
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
過
渡
期
経
済
は
、
一
般
に
、
杜
会
主
義
的
部
分
、
小
商
品
生

産
的
部
分
・
資
本
主
義
的
部
分
を
ふ
く
ん
で
い
る
が
、
た
ん
に
こ
れ
ら
の
部
分
の
総
計
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
の
機
械
的
な
結
合
体
で

も
な
い
・
過
渡
期
経
済
は
、
そ
れ
自
体
有
機
的
全
一
体
で
あ
り
、
一
つ
の
体
系
（
特
別
な
杜
会
構
成
体
で
は
な
い
）
、
す
な
わ
ち
、
さ
ま

ざ
ま
衣
生
産
形
態
の
統
一
・
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
対
立
物
の
統
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
杜
会
主
義
的
部
分
が
、
さ
い
し
よ
主

導
的
役
割
を
演
じ
、
つ
い
で
圧
倒
的
役
割
を
演
じ
る
よ
う
に
な
る
。
過
渡
期
経
済
は
、
個
六
の
部
分
を
孤
立
的
に
、
他
の
部
分
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

連
関
を
は
な
れ
て
、
考
察
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
（
１
）
前
掲
邦
訳
書
、
第
一
巻
、
一
一
九
べ
ー
ジ
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
コ
フ
マ
ソ
は
、
プ
レ
ォ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
に
代
表
さ
れ
る
コ
一
つ
の
規
制
者
の
理
論
」
を
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
批
判
し
て
い
る
・
す
な
わ
ち
、
コ
一
つ
の
視
制
者
」
、
す
な
わ
ち
、
二
つ
の
独
立
し
た
基
本
法
則
の
存
在
を
み
と
め
る
こ
と
は
、

同
民
経
経
の
統
一
、
そ
の
総
体
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
つ
の
独
立
に
発
展
す
る
経
済
体
系
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
・
も
し
二
つ
の
独
立
し
た
経
済
体
系
が
存
在
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
特
殊
な
統
一
体
と
し
て
の
、
特
殊
な
体
系
と
し
て
の

過
渡
的
経
済
は
な
く
な
ヅ
、
反
対
に
、
特
殊
な
統
一
体
、
特
殊
な
体
系
と
し
て
の
過
渡
的
経
済
を
み
と
め
る
な
ら
ば
、
過
渡
的
経
済

に
は
・
た
だ
一
つ
の
基
本
的
運
動
法
則
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
特
定
の
経
済
体
系
に
も
、
二
つ
の
某
本
的
運
動

法
則
は
あ
り
柔
い
・
と
い
う
こ
と
菜
認
せ
ざ
る
芝
き
。
一
フ
；
は
、
プ
レ
ォ
ブ
ラ
ジ
エ
ソ
ス
キ
ー
の
「
二
つ
の
描

　
　
　
広
い
藻
で
の
警
学
に
つ
い
て
一
木
原
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
一
四
三
三
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
四
三
四
）

老
」
論
○
批
判
を
と
お
し
て
、
過
渡
期
経
済
の
法
則
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
の
べ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
ブ
レ
ォ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
□
ト
ロ
ッ
キ
ス
ト
の
経
済
理
論
の
代
衣
者
で
あ
る
〕
は
、
過
渡
期
経
済
の
法
則
を
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
か
ん
が

　
　
　
え
た
、
す
な
わ
ち
、
経
済
は
、
国
家
経
済
と
私
経
済
と
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
固
有
な
発
展
法
則
を
も
っ
て
い
る
。
困
家
経
済
に
は
、
原

　
　
　
始
的
（
本
源
的
）
社
会
主
義
的
蓄
積
法
則
が
、
某
禾
法
則
で
あ
り
、
私
経
済
の
基
本
法
則
は
、
価
値
法
則
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
則
の
あ
い
だ

　
　
　
で
は
、
生
死
の
闘
争
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
た
め
、
ど
も
ら
の
法
則
も
、
純
粋
な
か
た
ち
で
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
ビ
ェ
ト
経

　
　
　
済
の
理
実
の
発
展
は
、
そ
れ
ら
二
っ
の
、
た
が
い
に
対
立
し
た
法
則
の
あ
い
だ
の
、
一
定
の
勢
力
関
係
の
結
果
と
し
て
組
成
さ
れ
る
、
あ
る
合

　
　
　
成
力
の
方
向
へ
す
す
む
、
と
。
こ
の
よ
う
な
見
解
が
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
の
〕
一
っ
の
規
制
者
」
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
の
、
　
「
有
名
な
」
原
始
的
（
本
源
的
し
祉
会
主
義
的
蓄
積
論
と
い
う
の
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
「
生
産

　
　
　
の
杜
会
的
組
織
に
う
っ
る
国
が
、
経
済
的
に
お
く
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
で
あ
り
、
農
民
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
杜
会

　
　
　
革
命
の
さ
い
に
、
杜
会
主
義
的
蓄
積
の
基
金
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
う
け
と
る
遺
産
は
、
そ
れ
だ
け
小
さ
く
、
杜
会
主
義
的
蓄
積
は
、

　
　
　
そ
れ
だ
け
よ
け
い
に
、
前
一
杜
会
主
義
的
経
済
形
態
の
搾
取
一
」
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
す
な
わ
ち
、
商
業
資
本
が
、
原
始
的
（
本
源

　
　
　
的
）
蓄
秩
の
時
期
に
、
小
生
産
を
食
い
つ
く
し
た
と
お
な
じ
よ
う
に
、
杜
八
ム
主
義
的
国
営
経
済
は
、
過
波
期
に
は
、
必
然
的
に
、
小
生
産
を
食

　
　
　
い
っ
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
は
、
　
「
岡
営
経
済
の
総
体
の
そ
と
に

　
　
　
存
在
す
る
派
泉
か
ら
生
じ
る
物
的
富
の
、
国
家
の
手
中
に
お
け
る
蓄
積
」
を
、
杜
会
主
義
的
原
始
的
（
本
源
的
）
蓄
秩
と
な
づ
け
て
い
る
。
ブ

　
　
　
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
の
杜
会
主
義
的
原
始
的
（
本
源
的
）
蓄
積
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
小
生
産
者
の
剰
余
生
産
物
の
収
奪
に
ほ
か
な
ら
な

　
　
　
い
、
そ
し
て
、
こ
の
理
諭
は
、
実
践
的
、
政
治
的
に
は
、
労
農
同
榊
を
否
定
す
る
ト
ロ
ッ
キ
ー
派
の
支
柱
と
な
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
し
ら
れ
て

　
　
　
い
、
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
コ
フ
マ
ソ
も
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
の
コ
；
の
規
制
者
」
論
を
み
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過

渡
期
は
、
糺
公
主
義
的
原
始
的
（
本
源
的
－
）
蓄
秋
○
法
則
と
価
値
法
則
と
○
闘
争
○
結
果
で
き
あ
が
る
、
な
に
か
あ
る
合
成
力
に
よ

っ
て
、
発
展
す
る
と
い
う
こ
と
に
た
れ
ば
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
祉
会
主
義
経
済
は
、
計
画
的
に
発
展
す
る
Ｏ
で
は
た
！
、
、
口
然
発
牛

的
に
、
無
計
醐
的
に
禿
展
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
す
な
わ
ち
、
祉
会
主
義
を
意
識
的
に
雄
設
す
る
と
い
う
可
能
性
は
介
定
さ
木



る
・
こ
の
点
で
は
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
と
ブ
ハ
ー
リ
ソ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

一
フ
一
ソ
は
・
過
渡
的
経
済
の
基
本
的
運
動
法
碧
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
過
渡
期
と
は
、
杜
会
主
義

建
設
の
時
期
で
あ
る
・
し
か
し
・
杜
会
主
義
は
、
竪
掌
尖
の
で
あ
つ
て
、
自
然
に
発
生
す
る
の
で
は
き
。
こ
の
こ
と
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
意
識
的
に
実
現
す
る
経
済
政
策
の
働
き
か
け
を
う
け
て
の
莞
展
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
竃
い
、

経
済
政
策
の
内
容
を
構
成
す
る
過
程
、
杜
会
主
義
建
設
の
過
程
で
書
、
杜
会
主
義
生
産
関
係
の
発
展
過
程
で
書
、
杜
会
主
義

的
杜
会
化
の
過
程
で
あ
る
。

一
フ
；
に
丈
ば
・
こ
の
杜
会
主
義
的
杜
会
化
は
、
三
つ
の
重
案
方
向
－
す
な
わ
ち
、
ン
、
の
；
は
、
杜
会
主
義
的
部
分

の
拡
大
再
生
産
で
書
・
第
二
は
・
小
商
品
生
産
の
杜
会
主
義
改
造
で
膏
、
さ
い
ご
の
方
向
は
、
資
木
主
義
要
素
の
制
限
圭
び

そ
の
絶
減
で
あ
る
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
今
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
フ
一
ソ
は
、
つ
ぎ
の
結
論
に
到
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

杜
会
も
泰
か
め
余
仏
仙
決
肌
こ
そ
が
、
過
波
的
経
済
の
基
本
的
運
動
法
則
で
あ
る
、
と
。

　
　
（
１
）
　
前
掲
書
　
二
一
四
ぺ
ー
ジ
参
照
、

　
　
　
　
　
　
　
　
五

「
ソ
ビ
一
ト
経
煎
論
一
を
体
系
化
す
る
必
雀
、
礼
会
主
義
の
誰
諜
に
照
応
し
て
で
て
き
た
も
の
で
雲
。
す
奈
ち
一
、

竺
套
ヵ
年
計
画
・
そ
れ
に
；
く
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
二
九
三
三
↑
三
七
年
一
の
遂
行
に
吉
、
多
ウ
ク
ラ
、
ド
の
時
期
が

票
り
・
糺
会
蓋
藷
形
撃
支
配
的
に
奪
に
し
た
が
い
、
礼
会
裏
舞
父
。
法
則
性
、
杜
会
主
譲
笛
有
の
震
法
則

を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
経
済
学
の
重
要
な
分
析
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
山
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
四
三
五
）

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
し
て
（
木
原
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
四
三
六
）

　
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
合
法
則
性
を
研
究
対
象
と
し
た
「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
理
論
」
の
体
系

化
か
ら
、
一
九
三
六
年
ご
ろ
に
は
、
杜
会
主
義
経
済
○
合
法
則
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
「
杜
会
士
義
経
済
学
」
へ
の
段
階
に
は
い
っ

た
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ー
リ
ソ
の
二
つ
の
論
文
　
　
「
経
済
学
の
教
授
の
任
務
」
　
へ
『
経
済
の
諸
問
題
一
誌
、
一
九
三
六
年
第
一
号
）
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

「
杜
会
主
義
経
済
学
の
対
象
と
教
授
に
つ
い
て
」
（
同
上
、
一
九
三
七
年
第
一
号
）
は
、
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
確
立
へ
の
一
つ
の
転
期

を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
へ
１
）
　
ボ
リ
ー
リ
ソ
の
、
こ
の
二
つ
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
杜
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展
」
　
（
『
経
済
論
叢
。
一
第
九
十
一
巻
、
第
四

　
　
号
）
お
よ
び
「
杜
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
っ
い
て
」
　
（
同
上
、
箪
九
十
一
巻
、
第
六
号
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

　
一
九
一
三
年
か
ら
採
択
さ
れ
た
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
」
教
程
の
要
綱
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
目
パ
体
的
な
経
済
に
つ
い
て
の

項
目
が
、
ひ
じ
よ
う
に
お
お
き
な
部
分
を
し
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
、
経
済
学

の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
論
争
が
、
抽
象
理
論
、
一
般
的
な
方
法
論
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
杜
会
主
義
建
設
の
複
雑
で
、
か
つ
実
践
的

な
間
題
か
ら
、
関
心
を
そ
ら
す
と
い
う
欠
陥
を
う
み
だ
し
た
こ
と
に
た
い
す
る
反
省
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
実
問
題
か
ら
の

遊
離
、
杜
会
主
義
建
設
過
程
に
お
け
る
階
級
的
利
害
閑
係
の
等
閑
視
は
、
班
実
の
問
魎
を
解
決
す
る
に
あ
た
り
、
か
え
っ
て
口
和
見

主
義
的
歪
曲
へ
の
み
ち
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
理
論
」
の
体
系
化
に
お
い
て
、
具
体
的
問
題
の

研
究
と
分
析
が
強
調
さ
れ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
で
は
な
い
。
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
白
体
の
性
格
か
ら

で
て
く
る
必
然
的
な
緕
果
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
杜
会
主
義
経
済
は
、
そ
の
成
立
過
程
の
特
性
に
よ
り
、
資
木
主
義
経
済
の
よ
う

に
、
白
然
発
牛
的
に
発
展
し
て
い
く
経
済
で
は
な
く
、
認
識
さ
れ
た
客
観
的
発
展
法
則
に
も
と
づ
い
て
、
糺
八
ム
に
よ
り
、
忠
識
的
、

計
画
的
に
運
鴬
さ
れ
る
経
済
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
糺
八
ム
に
漉
経
済
学
は
、
糺
会
羊
滋
の
維
済
法
則
Ｏ
特
微
を
あ
き
ら
か
「
ト
す



る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
国
民
経
済
、
杜
会
主
義
の
生
産
力
の
発
展
、
杜
会
主
義
建
設
お
、
よ
び
共
産
主
義
建
設
ン
ゲ
、
、
計
画
性
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

っ
て
指
導
す
る
た
め
に
・
こ
れ
ら
の
法
則
を
意
識
的
に
利
用
す
る
仕
組
室
森
究
一
し
な
け
れ
ぼ
べ
・
。
な
い
。
こ
の
よ
う
註
会

主
義
経
済
制
度
の
差
で
ば
、
諸
法
則
の
作
用
は
、
経
済
政
策
上
の
い
ろ
い
ろ
の
方
策
を
つ
う
じ
て
、
は
じ
め
て
発
揮
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
・
杜
会
主
義
の
も
と
で
は
、
経
済
学
と
経
済
政
策
と
は
、
密
髪
関
係
の
も
と
に
君
、
実
践
的
課
題
を
た
て
る
こ
と
が
、

杜
会
主
義
経
済
学
の
き
わ
だ
っ
た
特
徴
資
本
主
義
経
済
学
に
く
ら
べ
て
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
具
体
的
問
題
を
分
析
す
る

必
要
の
強
調
さ
れ
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。

　
　
一
－
一
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
経
済
研
究
所
編
一
経
済
学
一
一
教
科
書
一
、
第
四
版
、
邦
訳
、
新
日
本
膜
杜
刊
、
第
三
分
冊
、
三
上
三

　
　
　
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
・
具
体
的
一
歴
史
的
箏
実
を
、
た
ん
に
記
述
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
杜
会
主
義
経
済
学

は
・
杜
会
主
義
的
生
陸
関
係
の
発
生
い
ご
に
お
け
る
経
済
の
発
展
法
則
を
研
究
し
、
杜
会
主
義
が
、
他
の
制
度
と
、
ど
う
こ
と
な
る

か
・
そ
の
根
本
的
特
徴
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
概
念
を
あ
た
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
山
な
ら
な
い
。

他
方
・
具
体
的
問
題
の
強
調
は
、
当
時
、
ソ
連
が
、
栗
義
の
包
囲
の
も
と
に
あ
つ
た
こ
と
、
ソ
連
一
同
だ
け
が
杜
会
主
蓬

設
の
言
に
あ
っ
た
こ
と
・
経
済
的
に
お
く
れ
た
旧
で
あ
っ
た
こ
と
き
の
条
件
皇
つ
て
、
ソ
連
、
ら
け
る
杜
会
主
義
の
震
過

稚
の
特
殊
性
と
杜
会
蓋
の
一
般
的
合
法
則
性
を
あ
童
か
に
し
、
両
者
の
区
別
読
確
に
す
”
り
こ
と
を
、
さ
ま
た
げ
る
こ
と
に
も

杢
た
二
一
の
た
め
・
ソ
連
邦
に
春
る
杜
会
主
義
・
共
空
蓑
設
の
具
体
的
・
燈
鴫
伴
Ｏ
、
災
一
。
法
則
性
と
、
一
般
的

合
法
則
性
と
雀
別
が
ぬ
り
つ
ぎ
れ
、
ソ
連
邦
に
春
る
具
体
的
套
ち
が
、
同
時
に
一
緒
容
ち
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
、

奈
ら
く
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
・
隻
ム
義
・
共
窄
義
護
に
存
る
共
誓
法
川
－
戸
し
、
い
一
、
れ
ぞ
れ
畠
に
呑
る
民
族
的

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
一
木
原
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
一
四
三
七
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
四
三
八
）

特
殊
性
と
の
区
別
、
な
ら
び
に
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
確
な
か
た
ち
で
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
、

東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
や
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
杜
会
主
義
国
が
誕
生
し
、
多
数
国
杜
会
主
義
の
段
階
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
の
国
に
お
け
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

多
様
な
杜
会
主
義
建
設
の
み
ち
が
、
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
共
通
法
則
と
民
族
的
特
殊
性
の
区
別
、
そ
の
関
係
に
っ
い
て
は
、
一
九
五
七
年
十
一
月
の
「
モ
ス
ク
ワ
竹
一
言
」
（
「
杜
会
主
義
国
の
共
座
党
、

　
　
　
労
働
者
党
代
表
者
会
議
の
宣
言
」
）
で
あ
ぎ
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
宴
言
で
は
、
杜
会
主
義
建
設
の
共
逓
の
法
則
と
し
て
、
っ
ぎ
の
九
巧
一
目
を
あ

　
　
　
げ
て
い
る
。
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
、
労
働
者
階
級
の
指
導
の
必
然
性
、
ｏ
労
農
同
盟
、
↑
つ
基
本
的
生
産
手
段

　
　
　
の
杜
会
的
所
有
、
い
農
業
の
杜
会
主
義
的
規
定
、
伺
岡
民
経
済
の
計
画
的
発
展
、
ゆ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
文
化
の
分
野
で
の
杜
会
主
義
革
命
、
い

　
　
　
民
族
的
平
等
と
友
誼
、
倒
杜
会
十
エ
義
の
防
衛
、
側
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
。

　
　
　
　
な
お
、
共
通
法
則
と
民
族
的
特
殊
性
の
関
係
、
共
通
法
則
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
の
目
パ
体
的
、
歴
史
的
条
件
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ

　
　
　
れ
る
か
に
っ
い
て
は
、
意
見
の
相
異
が
み
ら
れ
る
。
「
モ
ス
ク
ワ
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た
さ
い
、
こ
の
「
宣
言
」
に
か
ん
れ
ん
し
て
、
フ
ル
シ
チ

　
　
　
ョ
フ
首
相
は
、
杜
会
主
義
建
設
の
形
態
と
方
法
が
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
国
は
他
の
杜
会
主
義
閏
と
共
通
点
を
ま
っ
た
く
も
た
ず
、
特
殊

　
　
　
た
方
法
で
祉
会
主
裁
へ
す
す
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
か
ん
が
え
を
批
判
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
困
の
特
殊
性
を
前
面
に
だ
す
の
で
は
な
く
、
杜
会

　
　
　
十
エ
義
の
た
め
の
闘
争
の
ぎ
そ
に
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
重
要
な
も
の
、
共
通
な
も
の
を
前
面
に
お
し
だ
す
必
婁
を
強
調
し
て
い
る
。
毛
沢
東
主
席

　
　
　
は
、
杜
会
主
義
建
設
に
お
け
る
ソ
連
の
経
験
を
活
用
す
る
こ
と
に
っ
い
て
、
自
国
の
具
体
的
条
件
に
お
う
じ
て
、
分
析
的
、
創
造
的
に
と
り
い

　
　
　
れ
、
白
因
に
お
け
る
巾
命
と
建
設
の
間
魎
を
正
し
く
解
決
す
る
こ
と
の
必
要
を
強
調
し
、
で
な
け
れ
ば
、
教
条
主
義
、
あ
る
い
は
修
正
主
義
の

　
　
　
あ
や
ま
り
を
お
か
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ゐ
二
九
五
七
年
十
一
刀
七
口
づ
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
」
紙
）
、
　
こ
の
指
摘
は
、
ソ
連
に
お
け
る
杜
会
主

　
　
　
義
建
設
の
具
体
的
み
ち
と
経
験
が
、
　
一
般
的
な
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
杜
会
主
炎
建
設
に
お
い
て
、
無
批
判
的
に
と
り
い
れ
ら
れ
る

　
　
　
こ
と
の
お
や
ま
り
を
の
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
あ
や
ま
り
は
、
ソ
連
の
み
が
、
祉
会
主
炎
建
没
の
経
験
者
で
あ
る
と
い
う
制
約
か
ら
で
て
ぎ

　
　
　
た
必
然
的
な
側
面
を
も
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
あ
や
ま
り
を
、
箏
鮒
一
に
回
避
で
ぎ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
共
通
の
法
則
と

　
　
　
ｋ
族
灼
特
殊
快
・
。
ザ
に
、
そ
り
結
介
り
仕
方
に
つ
い
て
り
理
淋
と
か
か
わ
り
ｏ
あ
、
…
ｕ
１
、
あ
ろ
、

共
体
的
問
趣
ｏ
強
調
は
、
一
九
二
〇
年
代
末
に
お
け
る
論
争
が
、
拙
象
的
、

一
般
的
に
す
ぎ
た
こ
と
に
た
い
寸
る
批
判
を
と
お
し



て
・
圭
び
・
婁
に
の
べ
生
う
に
、
「
杜
会
主
義
経
済
学
一
の
対
象
自
体
の
特
質
♂
、
で
て
き
た
。
い
う
ま
で
美
く
、
杜

会
主
義
建
汲
と
そ
の
発
展
の
一
般
的
合
法
則
性
は
、
具
体
的
・
歴
史
的
研
究
を
と
お
し
て
の
み
、
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
く
わ
え
て
、
　
「
計
画
化
－
法
則
」
論
の
形
成
は
、
因
家
に
よ
る
具
体
的
な
経
済
政
策
の
記
述
が
、
　
「
経
済
学
」
の
主
要
な
内

存
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
る
傾
向
を
う
み
だ
し
た
。

　
他
方
・
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
労
働
支
出
の
法
則
」
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
エ
ソ
ス
キ
ー
の
コ
一
つ
の
規
制
者
」
論
の
あ
や
ま
り
が
指
摘
さ
れ
、

そ
れ
が
批
判
さ
れ
る
な
か
で
、
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
」
の
確
立
へ
の
方
向
が
う
ち
だ
さ
れ
は
し
た
が
、
批
判
者
の
が
わ
か
ら
、
杜

会
主
義
の
も
と
で
の
経
済
的
諸
法
則
、
諾
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
の
、
積
極
的
な
見
解
の
展
開
が
み
ら
れ
な
か
つ
た
。
価
値
法
則
は
、

汽
Ｈ
性
と
不
雛
不
足
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、
価
値
法
則
の
作
用
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
士
冒
口
的
諸
傾
向
が
、
ソ
ピ
エ
ト
経
済
の

発
展
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
を
み
と
め
る
こ
と
に
な
り
、
実
践
的
に
は
、
杜
会
主
義
の
資
本
主
義
へ
の
従
属
、
し
た
が
つ
て
ま
た

資
本
義
の
復
活
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
価
値
法
則
は
、
理
論
的
に
も
政
治
的
に
も
、
言
め
る
こ
と
は
で
き
き
と
い
う
見

解
が
・
支
配
的
で
あ
っ
た
・
プ
レ
ォ
ブ
ラ
ジ
一
ソ
ス
キ
ー
の
「
二
つ
の
規
制
者
一
論
も
、
農
民
の
搾
収
の
必
要
を
立
証
す
孟
論
で

あ
り
・
価
値
法
則
の
支
配
を
み
と
め
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
に
も
有
害
な
理
論
と
し
て
、
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ブ
ハ
ー
リ
く
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
な
ど
の
見
解
の
批
判
を
つ
う
じ
て
、
価
値
法
則
の
完
企
な
否
定
と
、
、
！
、
れ
に
か
わ
る
も

○
と
し
て
形
成
さ
れ
た
「
計
画
化
Ｈ
法
則
」
論
は
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
一
般
的
合
法
則
性
の
解
明
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
少
な
つ

た
の
で
あ
る
。

　
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
か
ら
、
祉
会
主
義
経
済
形
態
が
、
国
民
経
済
の
な
か
で
、
支
配
的
に
な
つ
た
時
期
（
塘
一
次
五
カ
年
計
画
の
お
わ
り

の
時
期
）
に
な
っ
て
も
、
　
な
お
存
在
す
る
「
貨
幣
」
や
「
商
品
」
な
ど
の
価
値
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
　
「
価
値
法
則
が
作
用
し
て
い
な

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
一
木
原
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
一
四
三
九
一



　
　
　
立
命
館
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済
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七
八
　
（
四
四
〇
）

い
」
杜
会
主
義
の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
た
だ
、
商
品
－
資
本
主
義
経
済
の
そ
れ
と
は
、
根
本
的
に
こ

と
な
る
と
い
う
「
宣
言
的
」
主
張
に
お
わ
り
、
そ
れ
ら
の
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
な
お
の
こ
り
、
重
要
な
機
能
と
役
割
を
は
た
し
て

い
る
原
因
や
、
ど
の
よ
う
な
点
で
根
本
的
に
こ
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
論
証
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
具
体
的
問
題
の
強
調
は
、

経
済
学
の
方
法
に
つ
い
て
の
研
究
に
お
い
て
、
あ
る
生
産
様
式
の
生
産
関
係
の
論
理
的
分
析
と
現
実
の
歴
史
的
過
程
の
研
究
と
の
統

一
的
把
握
を
、
さ
ま
た
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
段
階
に
お
い
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
た
だ
ち
に
、
　
「
労
働
支
出
の
法
則
」
を
、
経
済

均
衡
の
規
制
者
と
か
ん
が
え
た
の
に
た
い
し
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
は
、
　
「
二
つ
の
規
制
者
の
法
則
」
を
も
ち
だ
し
た
。
ラ

ピ
ド
ゥ
ー
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
は
、
過
渡
期
を
、
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
時
期
で
は
あ
る
が
、
単
一
の
経
済
と
し
て
把
握
し
、

杜
会
主
義
部
分
の
優
位
性
を
み
と
め
、
そ
の
う
え
で
、
ま
だ
資
本
主
義
経
済
形
態
が
存
在
す
る
た
め
に
作
用
す
る
諾
法
則
が
、
計
画

的
指
導
と
、
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
過
波
期
経
済
の
分
析
に
接
近
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
祉
会
主
義
経
済
形

態
が
、
支
配
的
に
な
っ
て
か
ら
も
、
依
然
と
し
て
商
品
－
貨
幣
形
態
は
、
消
減
し
な
い
と
い
う
事
実
を
ま
え
に
、
商
品
－
貨
幣
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

は
、
古
い
祉
会
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
形
態
で
は
あ
る
が
、
祉
会
主
義
雄
設
の
「
本
質
そ
の
も
の
を
表
現
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

や
商
業
は
、
祉
会
主
義
雄
設
の
手
段
と
し
て
、
重
要
た
役
割
を
汰
じ
る
と
い
う
見
解
が
で
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
ま
目
葦
ｏ
声
目
Ｃ
ｏ
膚
冨
昌
目
冨
曽
∴
目
昌
胃
自
旨
鶉
舅
竃
買
冒
冨
冨
国
富
富
自
ｏ
畠
◎
層
邑
ｏ
冨
胃
舅
ｏ
昌
〆
畠
自
饒
昌
墨
．
Ｈ
員
．
・
。
－
Ｑ
．

　
　
　
（
邦
訣
、
『
新
経
済
学
入
門
』
、
上
巻
、
二
一
九
べ
ー
ジ
）
。

　
ま
た
、
他
方
で
は
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
は
、
商
品
－
資
本
主
炎
牛
淡
ｏ
肯
□
的
法
則
に
従
属
し
て
い
る
と
い
う
見
解
に
た
い
す
る
批

判
を
と
お
し
て
、
商
＾
閑
係
ｏ
完
全
な
否
定
、
価
値
法
則
ｏ
作
川
い
否
定
か
ら
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
は
、
す
で
に
、
貨
幣
は
、
純



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

粋
に
「
計
算
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
」
、
「
計
算
指
標
」
に
転
化
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
う
み
だ
し
た
。
ツ
ア
ゴ
、
ロ
フ
は
、
こ
の
よ
う
な
命

題
を
、
杜
会
的
所
有
の
支
配
す
る
条
件
の
も
と
で
の
、
商
品
・
貨
幣
関
係
の
法
則
の
内
容
と
作
用
形
態
が
、
根
本
的
に
か
わ
つ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

い
う
正
し
い
テ
ー
ゼ
の
い
つ
わ
り
の
表
現
形
態
で
あ
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
ツ
ァ
ゴ
ー
ロ
フ
前
掲
論
文
、
二
ニ
ベ
ー
ジ
参
照
。

　
　
　
　
な
お
・
　
「
計
算
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
さ
い
ぎ
ん
、
マ
ー
ル
イ
シ
エ
フ
や
ソ
ー
ボ
リ
に
う
け
っ
が
れ
て
い
る
。
マ
ー
ル
イ

　
　
　
シ
ェ
フ
と
ソ
ー
ボ
リ
は
・
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
商
品
・
貨
幣
関
係
は
、
私
的
経
済
の
生
産
関
係
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
商
品
経
済

　
　
　
の
規
制
者
は
価
値
法
則
で
あ
る
が
、
そ
の
規
制
白
体
は
、
価
格
の
価
値
か
ら
の
乖
離
に
よ
つ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
杜
会
主
義
杜
会
で
は
、
価
格

　
　
　
の
価
値
を
め
ぐ
る
景
気
的
竈
の
法
則
は
存
在
し
な
い
。
価
格
は
、
杜
会
的
労
働
支
出
の
計
算
に
も
と
づ
ぎ
、
計
鴫
関
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ

　
　
　
る
・
杜
会
主
義
の
も
と
で
は
・
商
品
生
産
の
法
則
と
は
こ
と
な
る
、
べ
っ
の
法
則
に
よ
り
発
展
す
る
。
ソ
連
の
牛
産
と
分
配
の
関
係
は
、
す
で

　
　
　
に
商
品
一
貨
幣
関
係
で
は
な
く
・
ソ
ビ
ェ
ト
貨
幣
・
価
格
の
現
存
の
ツ
ス
テ
ム
は
、
商
品
関
係
か
ら
で
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
杜
会
的
労
働

　
　
　
の
計
画
的
計
算
か
ら
で
て
ぎ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
彗
竃
二
．
…
§
宙
彗
目
言
胃
§
；
一
・
墨
昌
；
侵
竃
婁
・
一
§
・
目
○
。
Ｑ
。
、
、
申
、
〇
一
、
、
・
崇
、
昂
。
目
・
。
。
、
崔
〇
四
肖
曽
目
。
、

　
　
　
墨
筥
君
Ｏ
昌
旨
署
饒
昌
墨
Ｌ
り
８
．
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
資
本
主
菰
か
わ
糺
会
に
衷
へ
の
過
波
刈
に
対
応
し
た
「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
凧
諭
」
の
体
系
化
の
こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
た
が
、
五
カ
年

計
画
を
経
て
、
礼
会
上
表
維
済
形
態
が
支
肚
的
に
た
る
に
し
た
が
い
、
糺
会
主
義
経
済
に
内
在
す
る
固
有
の
法
則
を
あ
き
ら
か
に
す

る
こ
と
が
・
維
淋
俳
九
い
に
衷
六
対
象
に
な
っ
て
さ
た
。
と
く
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
Ｏ
独
栽
と
計
函
化
い
閉
趣
が
、
”
〆
、
Ｏ
中
心

と
穴
っ
た
・
た
、
二
え
げ
、
ペ
ト
ロ
バ
ヴ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
杜
会
ｔ
義
計
画
化
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
○
よ
う
に
Ｏ
べ
て
い
る
。

　
　
　
広
い
藻
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
一
木
原
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
一
四
四
こ



　
　
　
立
命
館
経
済
学
へ
窮
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
四
四
二
）

　
第
一
に
、
ソ
連
の
政
治
的
・
経
済
的
発
展
を
規
定
す
る
、
基
本
的
、
根
本
的
な
も
Ｏ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
政
治
的
・
経
済
的
発
展
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
か
ら
き
り
は
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

産
的
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
杜
会
主
義
計
画
化
は
、
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
－
ト
の
革
命
的
独
裁
の
機
能
」
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
■
竃
…
婁
・
嚢
義
Ｏ
．
一
〇
Ｑ
８
昌
妻
曇
冒
二
員
彗
一
・
竃
§
胃
・
昌
竃
違
竃
冨
．
倉
三
窒
…
彗
・
竃
竃
》
－
オ
９
９
Ｈ
嚢
・
・

　
　
○
暑
．
Ｈ
旨
．

　
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
杜
会
主
義
杜
会
に
お
け
る
生
産
、
経
済
生
活
全
体
が
計
画
性
（
昌
竃
冨
８
昌
竃
）
を
も
っ
て
い
る

の
は
、
杜
会
の
個
六
の
成
員
と
全
杜
会
の
総
労
働
と
の
統
一
が
、
直
接
実
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
計
画
化
の
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

能
性
と
必
然
性
が
で
て
く
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
ペ
ト
ロ
バ
ヴ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
客
観
的
な
も
の
と
し
て
の
計
画
性

の
存
在
を
み
と
め
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
、
計
画
化
の
可
能
性
と
必
然
性
を
み
と
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ば
あ
い
、
計
画

性
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
に
よ
ー
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
盲
目
的
価
値
法
則
に
た
い
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独

裁
が
対
附
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
の
も
と
で
の
経
済
政
策
上
の
諮
方
策
を
つ
う
じ
て
、
認
識
さ
れ
た

法
則
と
し
て
の
杜
会
主
義
の
経
済
諾
法
則
○
作
州
が
発
揮
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
無
視
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
ペ
ト
ロ
バ

ヴ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
と
の
閑
係
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
杜
会
経
済
を

符
理
す
る
の
は
、
汽
〕
的
価
他
法
則
て
は
な
く
、
ン
、
の
意
識
的
計
画
化
を
実
現
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
　
　
杜
会
主
義
建

設
の
計
画
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
れ
を
実
現
し
、
そ
の
た
め
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
前
衛
党
の
指
導
の
も
と
に
、
数
百
万
労
働
者
、

勤
労
大
衆
の
検
極
性
、
す
な
わ
ろ
、
杜
会
上
義
の
雄
設
者
の
稜
極
性
を
動
員
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
　
　
こ
れ
こ
ン
、
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

過
渡
期
経
済
Ｏ
売
腿
方
向
を
規
定
す
る
基
本
約
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
」
　
さ
ら
に
、
祉
会
的
労
働
と
計
画
の
閑
係
に
つ
い
て
、
「
プ



ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
は
、
労
働
の
二
煎
性
を
な
く
し
、
杜
会
に
お
け
る
労
働
を
、
晦
接
杜
会
的
労
働
に
か
え
る
。
直
接
仕
会
的
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

働
は
、
生
産
物
の
生
産
か
ら
、
分
配
の
最
終
的
モ
メ
ソ
ト
に
い
た
る
ま
で
、
経
済
の
計
画
的
連
営
を
前
提
と
し
て
い
る
。
」

　
　
（
１
）
　
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
キ
ー
　
前
掲
論
文
　
一
一
六
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
同
本
。

　
ペ
ト
ロ
バ
ヴ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
ま
た
、
杜
会
主
義
計
画
化
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
、
直
接
杜
会
主
義
革
命
の
理
論
と
実
践
、
と
く
に
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
理
論
と
実
践
と
に
も
と
づ
く
こ
と
の
必
要
を
強
調
し
、
杜
会
主
義
計
画
化
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
独
裁
と
き
り
は
な
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
つ
ね
に
、
階
級
的
偏
向
の
原
因
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
計
画

化
に
か
ん
す
る
理
論
が
中
心
問
題
に
な
る
に
し
た
が
い
、
経
済
学
に
お
け
る
「
日
和
見
士
上
義
」
は
、
計
画
化
理
論
を
つ
う
じ
て
で
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
一
九
三
二
年
、
ス
ト
ウ
ル
ミ
ー
リ
ソ
の
論
文
集
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
計
画
化
の
諦
間
魑
」
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
こ
の
書
は
、
計
画

化
理
論
に
お
け
る
目
和
見
主
義
的
偏
向
を
お
か
す
も
の
と
し
て
、
批
判
の
対
象
に
な
り
、
　
「
ま
ち
が
っ
た
方
法
論
で
つ
ら
ぬ
か
れ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

…
す
べ
て
、
無
条
件
に
有
害
で
あ
る
」
と
い
う
ら
く
印
が
お
さ
れ
た
こ
と
は
、
計
函
化
〃
命
に
あ
け
る
「
右
翼
日
和
見
主
義
」
的
偏

向
が
、
礼
会
ｔ
漉
雄
設
の
実
践
に
、
い
か
に
有
害
な
彬
響
を
あ
た
え
る
か
を
し
め
す
と
と
も
に
、
一
九
二
〇
年
代
末
に
批
判
さ
れ
た
、

経
済
学
に
お
け
る
「
右
翼
日
和
見
主
義
理
論
」
が
、
ン
、
れ
い
ご
に
お
い
て
も
、
恨
づ
、
人
く
Ｏ
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
○
弓
り
｝
呂
目
日
冒
Ｑ
．
－
一
．
一
自
ｄ
ｏ
Ｑ
－
¢
曽
曽
目
－
９
目
螢
り
◎
由
ｐ
－
自
冨
昂
Ｑ
Ｑ
Ｑ
勺
．
ミ
ｏ
ｏ
月
－
臼
○
＞
宍
ｐ
ト
自
蟹
Ｈ
｝
○
○
○
勺
．
一
“
）
○
○
Ｎ
Ｈ
．

　
　
（
２
）
７
婁
・
二
＝
写
昌
畠
昌
昌
葛
嚢
竃
＝
；
…
目
・
彗
君
彗
昌
．
倉
蔓
一
冨
・
；
§
饒
竃
・
》
レ
・
・
甲
今
一
§
・
・
葛
・
§
・

　
批
判
者
グ
ラ
ト
コ
フ
は
、
ま
ず
、
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
が
、
計
画
化
を
「
将
来
に
つ
い
て
の
配
慮
、
す
な
わ
ち
、
一
定
の
先
見

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
四
四
三
）



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
箪
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
四
四
四
）

（
予
知
）
」
で
あ
り
、
計
画
化
は
「
あ
ら
ゆ
る
経
済
の
真
の
精
神
」
で
あ
り
、
生
産
関
係
の
一
定
の
制
度
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
、

あ
ら
ゆ
る
時
代
に
と
っ
て
の
永
久
原
則
だ
と
か
ん
が
え
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
ス
ト
ウ
ル
ミ
ー
リ
ソ
が
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
学
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

な
じ
よ
う
に
、
あ
た
か
も
、
あ
ら
ゆ
る
杜
会
に
固
有
な
、
普
遍
的
な
法
則
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
グ
ラ
ト
コ
フ
　
淋
掲
論
文
　
二
六
四
ぺ
－
ジ
。

　
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
、
「
杜
会
の
全
成
員
の
、
ま
っ
た
く
均
等
な
欲
望
充
足
」
を
、
ン
、
れ
ソ
、
れ
の
構
成
体
の
進
歩
性
と
経
済
的
効

率
を
比
較
す
る
普
迦
的
穴
規
準
の
き
そ
に
お
き
、
意
識
的
先
見
（
予
知
）
、
将
来
に
た
い
す
る
配
慮
を
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
の
精
神
と
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
主
義
の
も
と
に
お
い
て
も
、
ン
、
れ
ジ
、
れ
の
「
企
業
家
は
、
現
在
の
あ
ら
ゆ
る
要
求
を
考
慮
し
て
、
ふ
つ

う
ひ
し
七
っ
に
忠
慮
ぶ
か
い
、
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
白
分
の
経
営
を
う
ち
た
て
る
」
（
八
へ
ー
シ
　
　
、
…
掲
ス
ト
ウ
ル
、
、
、
ー
リ
ソ
の
一
論

文
災
一
の
べ
－
ジ
数
、
以
下
お
な
じ
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
資
本
家
が
、
ｎ
分
の
企
業
の
運
常
に
あ
た
っ
て
、
う
ち
た
て
る
経
営
計
画

は
、
単
一
の
国
民
経
済
計
画
の
一
部
で
あ
り
、
　
「
完
全
な
計
画
の
一
定
の
要
素
で
あ
り
…
…
ン
、
の
計
画
の
胎
内
で
発
展
し
た
胚
芽
で

あ
る
」
（
∴
、
べ
ー
ジ
ー
）
と
い
う
見
解
に
た
っ
す
る
。
　
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ウ
ル
ミ
ー
リ
ソ
の
見
解
は
、
貰
本
主
義
と
杜
会
主
義
と
の
本

質
的
ち
が
い
、
経
済
計
画
の
前
提
　
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
に
よ
る
生
産
手
段
の
札
会
的
所
有
の
実
現
　
　
を
ま
っ
殺
す
る
も
の
て

あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
と
杜
会
主
義
計
画
経
済
と
の
ち
が
い
は
、
計
画
性

の
成
撚
ｏ
秤
皮
、
そ
の
発
展
段
附
の
ち
が
い
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
、
っ
た
見
解
は
、
礼
会
主
義
建
設
が
、
費
本

中
義
的
瑛
素
と
の
閉
争
Ｏ
た
か
で
、
す
す
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
二
つ
の
体
制
の
闘
箏
を
、
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
ｏ
、
ひ
い
て
は
、
礼
会
乍
義
雄
設
ｏ
吹
映
に
お
い
て
、
政
治
的
た
あ
や
ま
り
に
み
ち
び
，
く
、
こ
と
に
た
ろ
こ
〉
、
こ
で
、
こ
ｏ
よ

う
た
見
解
が
、
ま
ず
批
判
ｏ
対
象
に
な
っ
た
、



　
ガ
上
の
見
解
を
出
発
点
と
し
、
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
、
ソ
連
祉
に
お
け
る
計
画
を
、
時
問
と
牢
問
の
、
！
、
と
に
あ
る
普
遍
的
計
画

の
・
一
つ
の
変
種
と
み
な
し
て
い
る
・
す
な
わ
ち
、
最
少
Ｏ
労
力
○
支
出
に
よ
つ
て
、
企
図
さ
れ
た
口
的
に
み
ち
び
く
行
動
綱
領
と

し
て
の
・
時
問
と
空
問
の
そ
と
に
あ
る
計
画
は
、
超
歴
史
的
、
超
階
級
的
な
も
の
で
あ
り
、
計
画
の
課
題
は
、
最
少
の
労
力
の
支
出

と
い
う
経
済
原
則
を
実
現
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
・
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
の
ば
あ
い
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
の
も
と
に
お
け
る
、
す
な
わ
ち
、
杜
会
主
義
建
設

の
も
と
で
の
・
政
治
と
経
済
と
の
関
係
は
、
「
計
画
の
内
容
そ
の
も
の
を
、
規
定
す
る
も
○
で
は
、
け
つ
し
て
な
い
」
（
二
〇
五
べ
、
ジ
）
、

杜
会
主
義
経
済
の
震
を
規
定
す
る
も
の
は
、
白
分
の
労
働
力
を
節
約
す
る
と
い
う
、
人
問
の
希
求
で
君
、
す
な
わ
ち
、
奮
ゆ

る
時
代
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
形
態
に
と
っ
て
、
共
通
の
法
則
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
主
張
し
た
「
労
働
支
出

の
法
則
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
・
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
、
計
画
の
問
題
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
二
般
的
な
姿
に
お
い
て
は
、
経

済
計
画
の
問
題
は
、
祉
会
の
牛
産
力
の
、
も
っ
と
も
有
利
な
利
州
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
、
問
題
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
つ
い
て
の
、
数
学
的
課
趣
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
閏
の
生
産
資
源
の
、
ど
の
よ
う
な
配
分
が
、
最
少
の
労
働
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

出
の
も
と
で
、
礼
会
的
欲
望
を
最
大
限
に
充
是
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
、
数
学
的
課
題
の
解
決
で
あ
る
。
」

　
　
（
１
一
写
春
婁
＝
竃
・
買
目
肖
蔓
曽
Ｌ
婁
二
壱
§
目
Ｎ
○
べ
・

　
こ
の
よ
う
に
、
計
画
化
の
間
題
は
、
杜
会
・
経
済
的
内
容
を
も
た
な
い
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
た
ん
な
る
「
数
学
的
課
題
の

解
決
」
に
す
ぎ
な
い
・
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
た
だ
、
超
歴
史
的
白
然
法
則
に
も
と
づ
く
、
抜
術
的
規
準
の
決
定
に
す
ぎ
な
い
。
同
民

経
済
Ｏ
礼
会
素
的
改
芒
と
一
て
Ｏ
取
案
フ
ニ
タ
ー
で
あ
る
投
簑
＼
ン
、
り
他
Ｏ
問
苧
わ
、
す
べ
て
、
政
治
と
舞
Ｏ
相
互

　
　
　
広
い
課
で
祭
撃
に
つ
い
て
一
森
一
　
　
．
　
　
　
　
　
－
　
　
八
三
一
嵩
五
）



　
　
　
立
命
鮒
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
四
四
六
）

関
係
を
は
な
れ
、
杜
会
・
経
済
的
内
容
を
も
た
な
い
、
数
学
の
問
題
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
民
経

済
計
画
の
立
案
作
成
、
閏
民
経
済
の
計
画
的
・
意
識
的
運
営
の
た
め
に
は
、
数
学
的
諮
方
法
の
適
用
は
不
可
欠
で
あ
る
。
数
学
的
方

法
を
経
済
研
究
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
確
か
つ
精
帝
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
民
経
済

計
画
化
の
前
提
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
に
よ
る
生
産
手
段
の
祉
会
化
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
計
画
の
問
魑
は
、
政
治
・
経
済
の
相

互
関
係
に
か
か
わ
る
閉
趣
で
あ
り
、
ま
た
、
た
ん
な
る
行
政
上
の
問
題
で
は
な
い
。

　
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
と
、
経
済
管
側
ｈ
地
の
学
握
は
、
　
「
計
画
経
済
の
基
本
的
前
提
」
で
あ
り
、

「
岡
民
経
済
計
画
化
の
必
要
条
件
で
あ
る
」
（
一
ニ
ベ
ー
ジ
）
こ
と
を
み
と
め
て
い
る
。
　
し
か
し
、
ス
ト
ウ
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
、
こ
れ
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
、
、
「
ま
だ
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
政
治
的
条
件
の
ほ

か
に
、
計
画
化
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
一
連
の
経
済
的
、
父
化
的
前
提
が
必
妥
で
あ
る
…
：
・
わ
が
旧
に
は
、
こ
の
因
家
機

関
や
全
住
民
の
、
ン
、
れ
に
照
応
し
た
文
化
的
前
提
が
存
在
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
…
…
存
在
し
て
い
な
い
。
階
級
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ヨ

ァ
ジ
ー
を
一
掃
し
た
あ
と
に
お
い
て
も
、
文
化
惟
命
を
遂
行
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
ま
え
に
あ
る
…
…
。
」
　
二
ニ
ペ
ー

ジ
一
す
な
わ
ち
、
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
に
よ
れ
ぱ
、
過
渡
期
維
済
の
も
と
に
お
い
て
は
、
　
「
令
〃
的
」
な
岡
民
経
済
計
画
化
が
成
功

す
る
た
め
の
、
す
べ
て
の
前
提
が
ま
だ
存
在
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
ス
ト
ゥ
ル
、
・
・
ー
リ
ソ
は
、
ネ
ツ
プ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規

定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
市
場
プ
ラ
ス
計
画
　
　
こ
れ
が
、
不
ソ
プ
Ｏ
完
企
な
定
式
て
あ
る
」
　
、
二
二
九
へ
ー
ノ
）
と
。
ン
、
し
て
、
同

民
維
済
Ｏ
復
舳
バ
を
、
た
ん
に
、
小
産
に
お
け
る
不
変
資
木
と
可
変
賓
本
と
い
閑
係
、
固
定
資
木
と
流
動
資
木
と
の
あ
い
だ
の
、
破
壊

さ
札
た
均
侮
を
川
復
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
か
ん
が
え
た
、
こ
Ｏ
よ
う
な
ネ
ッ
プ
Ｏ
槻
定
は
、
計
画
と
価
仙
法
則
の
均
衡
、
す
な

わ
ち
、
仕
会
ヒ
炎
と
炊
木
に
人
と
Ｏ
均
衡
で
あ
り
、
敵
対
陪
級
Ｏ
平
和
的
共
仔
を
伽
捉
と
し
、
一
１
、
れ
を
み
と
め
る
こ
と
に
な
る
．
多



ウ
ク
ラ
ー
ド
の
段
階
、
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
は
、
階
級
闘
争
の
な
か
で
、
杜
会
主
義
経
済
形
態
を
、

計
画
的
・
意
識
的
に
払
大
再
生
膝
し
て
い
く
過
秋
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
い
諸
関
係
の
均
衡
を
維
持
す
る
時
期
に
ほ
か
な
ら

な
く
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
政
治
制
度
が
根
本
的
に
か
わ
っ
た
も
と
に
お
い
て
さ
え
、
技
術
は
、
い
ぜ
ん
と
お
な
じ
で
あ
る
た
め
、
国

民
経
済
に
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
、
十
口
い
相
互
関
係
と
均
衡
が
存
在
し
て
い
る
、
と
主
張
し
た
プ
レ
ォ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
の
見
解
と

お
な
じ
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
力
に
た
い
す
る
不
信
で
あ
り
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
計
画
的
性
格
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
し
て
、
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
グ
ラ
ト
コ
フ
　
前
掲
諭
文
　
二
六
六
べ
－
ジ
参
照
。

　
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
に
あ
っ
て
は
、
計
画
は
、
経
済
的
均
衡
の
問
題
で
あ
り
、
バ
ラ
ソ
ス
の
日
的
は
、
も
と
め
ら
れ
た
市
場
的
均

衡
の
条
件
の
正
し
さ
を
た
だ
す
こ
と
一
一
九
人
べ
ー
ジ
）
で
あ
り
、
　
「
計
画
経
済
の
条
件
の
も
と
で
の
市
場
均
衡
の
問
題
は
、
結
局
、

計
画
て
予
定
さ
れ
た
商
品
牛
峰
の
火
現
価
格
　
　
ン
、
の
価
格
の
も
と
て
、
広
い
市
場
の
供
給
が
、
需
要
を
完
全
に
ヵ
バ
ー
す
る

を
計
画
化
す
る
こ
と
に
あ
る
」
二
八
九
べ
ー
ジ
）
。
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
、
こ
の
よ
う
な
価
格
を
、
私
的
経
済
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る

分
鮎
や
火
雌
過
枇
を
再
姐
す
る
テ
コ
と
か
ん
が
え
、
私
的
経
済
セ
ク
タ
ー
で
は
、
　
「
価
格
に
お
け
る
革
命
を
つ
う
じ
て
、
生
産
に
お

け
る
革
命
を
よ
び
お
こ
す
こ
と
が
、
そ
の
逆
よ
り
は
、
は
る
か
に
答
易
で
あ
る
」
（
三
六
六
べ
ー
ジ
）
と
の
べ
て
い
る
。

　
こ
ｏ
よ
う
な
兄
解
は
、
過
波
川
に
お
い
て
は
、
都
市
ｏ
糺
会
上
義
的
発
展
と
農
村
の
資
本
主
義
的
発
展
と
は
、
不
変
の
ま
ま
維
持

さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
逃
波
刈
に
お
け
る
ソ
ビ
叶
一
ト
制
皮
は
、
両
者
の
あ
い
だ
ｏ
テ
ソ
ポ
の
均
衡
に
も
と
づ
い
て
の
み
存
在
し

う
る
、
し
た
が
っ
て
、
礼
会
上
炎
い
充
展
テ
ソ
ポ
が
、
よ
り
は
ヤ
い
ご
と
は
、
両
者
に
と
っ
て
、
お
お
き
な
危
険
で
あ
る
、
と
ｔ
振

　
　
　
広
い
忠
味
で
の
維
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
四
川
七
）



　
　
　
立
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館
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済
学
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十
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巻
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号
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八
六
　
（
四
四
八
）

し
た
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
の
見
解
、
あ
る
い
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
が
、
全
国
民
経
済
の
バ
ラ
ソ
ス
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
ち
か
づ

け
る
岬
民
経
済
計
画
の
作
成
課
題
は
、
先
見
で
あ
る
と
と
も
に
、
指
令
で
も
あ
る
。
意
識
的
に
企
図
さ
れ
た
計
画
作
成
課
題
は
、

『
賞
木
論
』
第
二
巻
の
「
再
生
産
表
式
」
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
し
て
、
生
座
と
消
致
の
い
ろ
い
ろ
の
部
面
、
そ
れ
ジ
、
れ
の
生
産
の
い
ろ
い

ろ
の
部
面
の
、
正
し
い
結
合
条
件
、
い
い
か
え
れ
ば
、
可
動
的
経
済
的
均
衡
の
条
件
を
予
定
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
の
べ
た
右
翼
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

和
見
主
義
的
見
解
と
、
な
ん
ら
か
わ
る
こ
と
が
な
い
と
し
て
、
は
げ
し
い
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
グ
ラ
ト
コ
フ
は
、
そ

の
批
判
の
さ
い
ご
に
お
い
て
、
折
衷
主
義
で
あ
り
、
は
じ
め
か
ら
お
わ
り
ま
で
、
俗
悪
に
ま
で
単
純
化
さ
れ
た
日
和
見
主
義
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
「
労
働
支
出
○
法
則
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
均
衡
論
、
機
械
論
、
技
術
主
義
で
あ
る
と
の

　
　
　
（
２
）

べ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
グ
ラ
ト
コ
フ
　
前
掲
論
文
　
二
七
四
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
　
（
２
）
　
同
右
、
．
一
七
七
べ
ー
ジ
参
照
。

　
ス
ト
ウ
ル
ミ
ー
リ
ソ
の
著
作
に
た
い
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
、
経
済
理
論
に
た
い
す
る
批
判
が
、

附
級
的
槻
点
か
ら
Ｏ
批
判
に
重
点
が
お
か
れ
た
こ
と
を
し
め
す
と
と
も
に
、
経
済
〃
論
に
お
け
る
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
形
欝
が
、
ひ
じ
よ

う
に
お
お
き
か
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

七

　
一
九
、
二
〇
年
代
、
さ
き
に
の
べ
た
Ｋ
分
に
よ
る
第
二
と
第
三
の
時
期
は
、
活
淡
な
論
箏
ｏ
お
こ
な
わ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
に
く
ら

べ
る
と
、
低
洲
な
時
則
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、
ン
、
Ｏ
原
囚
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



　
一
九
二
〇
年
代
お
わ
り
の
、
経
済
学
に
か
ん
す
る
論
争
が
、
抽
象
的
に
す
ぎ
た
と
い
う
批
判
を
つ
う
じ
て
、
具
体
的
、
実
践
的
な

問
趣
と
の
結
合
が
轟
さ
れ
る
な
か
で
、
走
力
の
発
展
に
つ
い
て
の
問
禁
、
舞
裟
の
重
業
対
象
に
斗
な
つ
た
、
た
と
え
ば
、

五
ヵ
年
計
画
で
は
・
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
が
、
ど
れ
だ
け
増
大
す
る
と
か
、
前
年
度
に
く
ら
べ
な
ん
％
増
大
し
た
と
か
、
　
「
鉄
鋼
、

セ
ソ
ィ
な
ど
の
・
量
的
に
測
定
さ
れ
る
生
産
が
、
　
ソ
ピ
エ
ト
経
済
に
か
ん
す
る
出
版
物
の
中
心
テ
ー
マ
」
と
な
り
、
他
方
で
は
、

「
賃
金
と
価
格
の
問
題
・
国
有
企
業
と
私
的
農
業
経
営
と
の
交
換
は
、
本
質
的
に
、
客
観
柴
、
独
立
し
た
馨
を
禁
じ
ら
れ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

種
の
タ
ブ
ー
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
　
一
－
二
姜
…
・
．
；
一
…
星
：
一
．
葦
…
葦
；
…
；
一
三
・
。
享
一
巨
．
《
－
。
、
、
、
一
。
、
・
。
汁
自
、
一
、
。
”
二
つ
レ
ノ
、
。
一
・
、
ノ
、
・
董
．

　
　
ラ
爵
９

舞
学
に
淳
る
「
機
械
論
一
す
な
わ
ち
、
走
閑
係
と
生
産
力
と
の
関
係
集
い
て
、
生
衡
係
嘉
動
性
を
、
過
少
稚
あ

る
い
は
否
定
し
・
生
産
閑
係
は
、
生
薩
力
の
受
動
的
反
映
に
す
ぎ
ず
、
生
産
関
係
の
柵
対
的
独
ｎ
性
、
”
！
、
の
内
在
的
合
法
則
性
を
否

定
し
・
火
産
関
係
を
生
産
力
に
遠
元
し
た
「
機
械
論
」
の
見
解
は
、
経
済
研
究
に
お
け
る
具
体
的
間
趣
と
の
結
く
、
を
強
調
す
る
こ
と

と
む
す
び
っ
い
て
、
そ
の
形
絆
が
の
こ
り
、
　
「
生
産
力
説
」
的
傾
向
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
猪
一
次
五
ヵ
年
計
両
二
九
二
八
－
三
二
年
）
と
第
二
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
三
三
－
、
、
一
七
年
Ｊ
に
よ
り
、
糺
会
上
指
経
済
形
悠
が
、

罠
察
○
な
か
疋
鵠
郷
分
を
し
め
る
よ
う
に
奮
に
し
た
が
い
、
経
済
研
雀
と
つ
て
は
、
過
波
袈
済
の
雛
か
、
リ
、
杜

会
盗
祭
健
ｏ
企
鴫
埜
と
、
「
竺
盗
維
享
島
宝
け
る
、
ぼ
．
つ
だ
い
な
、
一
縮
軒
宛
鯛
律
売
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

的
一
般
■
が
必
篭
言
、
「
杜
会
蓋
経
済
学
の
体
系
的
記
述
一
の
必
蒙
撞
さ
れ
て
き
た
。

　
　
一
－
一
雪
竃
一
一
∴
＝
彗
・
凄
§
婁
葦
套
暮
一
婁
婁
言
・
嚢
・
倉
忌
呂
。
一
一
呂
の
戻
。
一
。
崖
、
、
崇
、
、
》
レ
。
・
こ
§
、
・
。
弓
り
．
一

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
一
木
原
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
一
四
四
九
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
四
五
〇
）

　
　
（
２
）
弓
竃
塞
一
昌
ｂ
．
岬
．

　
こ
の
点
で
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
の
「
仕
会
主
義
経
済
学
」
の
体
系
化
の
こ
こ
ろ
み
は
、
ソ
連
に
お
け
る
杜
会
主
義
経
済
学
の
発
展
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

い
て
、
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
拙
稿
一
、
祉
会
主
義
経
済
学
の
牢
成
と
発
展
」
（
『
経
済
論
叢
」
、
第
九
一
巻
、
第
四
号
）
お
よ
び
、
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
っ
い
て
」

　
　
　
一
、
同
上
、
第
九
一
巻
、
第
六
号
し
参
照
。

　
杜
会
主
義
の
条
件
の
も
と
で
、
経
済
学
は
、
理
論
活
動
の
発
展
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
杜
会
主
義
建
設
の
実
践
に
と
っ
て
も
、

と
く
に
お
お
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
坦
実
の
具
体
的
な
経
済
の
発
展
に
と
も
な
い
、
従
来
の
「
経
済
学
教
程
」
に
お
け
る
、
経
済
学
の
対
象
、
構
成
な
ど
に
つ
い
て
の

欠
陥
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
従
来
の
「
経
済
学
教
秋
」
で
は
、
お
も
に
賞
本
主
義
生
産
様
式
の
分
析
に
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
資
本
主
義
以
前
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

「
も
う
し
わ
け
て
い
ど
に
、
す
こ
し
ぱ
か
り
の
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
」
で
あ
り
、
ま
た
、
杜
会
主
義
経
済
に
つ
い
て
も
、
　
「
資
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

義
経
済
学
の
各
革
Ｏ
お
わ
り
に
っ
け
た
さ
れ
て
い
る
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
　
（
ユ
）
弓
彗
ニ
レ
・
６
筥
ｏ
着
婁
目
；
昌
一
畠
婁
饒
實
畠
量
冒
目
塞
目
ｂ
彗
◎
員
竃
竃
竃
．
《
写
◎
茅
旨
一
買
曇
竃
彗
》
－
６
．
９
Ｈ
嚢
・
．
暮
』
り
．

　
　
（
２
）
　
ク
ル
ミ
ン
　
前
掲
諭
文
　
　
六
べ
ー
ジ
。

　
広
い
恵
味
で
Ｏ
経
済
学
の
立
場
か
ら
、
礼
会
干
義
縦
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
た
有
機
的
構
成
部
分
と
し
て
、
　
「
経
済
学
教

程
」
の
な
か
で
、
し
か
る
べ
き
位
附
を
あ
た
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
、
　
「
教
科
書
」
や
「
要
綱
」
に

は
、
礼
会
乍
妓
維
済
ｏ
…
胆
に
っ
い
て
は
、
　
「
小
さ
た
一
っ
ｏ
卓
か
、
あ
る
い
は
、
資
木
ｔ
義
経
済
側
度
と
対
附
し
、
比
較
す
る
た

め
に
、
各
班
に
お
い
て
、
わ
ず
か
ば
か
Ｏ
Ｏ
パ
ラ
グ
ラ
フ
が
、
わ
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
だ
け
」
で
あ
り
、
礼
会
乍
義
経
済
は
、
　
「
経



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

済
学
教
程
」
に
お
い
て
、
し
か
る
べ
き
「
市
民
権
」
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
（
ユ
）
　
タ
ー
リ
　
前
掲
論
文
　
四
三
べ
－
ジ
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
減
論
」
の
批
判
を
つ
う
じ
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
を
確
立
す
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
・
「
計
画
午
法
則
一
論
が
支
配
し
、
杜
会
主
義
の
差
で
作
用
し
て
い
る
客
観
的
法
則
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
が
さ
ま
た

げ
ら
れ
た
こ
と
は
・
「
杜
会
主
譲
済
学
一
の
対
象
の
、
正
し
い
理
解
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
に
言
、
ク
ル
、
、
、
ソ
や
タ
、
リ
嘉
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
て
い
る
よ
う
に
・
　
「
経
済
学
か
ら
杜
会
主
義
の
問
題
を
除
外
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
り
」
、
経
済
学
の
問
題
を
、
経
済
政
策
の
問

題
に
解
消
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
タ
ー
リ
　
↓
…
掲
払
榊
山
父
、
五
べ
ー
ジ
。

　
タ
ー
リ
は
・
前
掲
の
論
文
「
経
済
学
の
対
象
と
そ
の
教
授
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、
経
済
学
の
講
義
が
、
　
「
概
念
の
ス
コ
ラ
的
あ

そ
び
に
な
一
た
り
・
裟
的
を
の
集
■
一
一
と
に
反
対
し
・
歴
史
的
ポ
に
圭
づ
き
、
事
物
の
発
展
と
い
う
見
地
か
ら
、
杜

会
構
成
体
の
堤
の
震
・
そ
の
経
済
法
則
を
あ
童
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
タ
、
リ
は
、
経
済

学
が
・
螢
科
学
で
あ
る
こ
と
姦
調
し
、
経
済
の
研
讐
、
杜
会
構
成
体
の
墨
の
歴
史
的
発
展
過
程
か
ら
、
き
り
は
享
こ
と

に
反
対
し
て
い
る
、

　
　
（
１
）
　
タ
ー
リ
　
汕
掲
諭
文
　
川
一
．
一
べ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

タ
ー
リ
は
・
界
享
の
「
叢
一
が
、
「
臭
的
、
装
的
で
あ
り
、
階
級
闘
争
か
ら
き
り
は
奮
れ
て
い
た
一
こ
と
を
指
摘

し
・
経
済
学
へ
の
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
を
強
調
し
た
こ
と
は
、
た
だ
し
い
。

　
　
（
１
）
　
タ
ー
リ
　
川
舳
掲
論
・
叉
　
川
八
ぺ
－
ジ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
四
五
一
）

　
　
　
広
い
煎
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
一
原
し



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
四
五
二
）

　
経
済
学
へ
の
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
第
一
の
帰
結
は
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
確
認
で
あ
る
。
広
い
意
味
で
○
経
済
学
は
、
杜

会
的
生
産
の
、
歴
史
的
に
発
展
す
る
諾
制
度
に
つ
い
て
の
科
学
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
原
始
共
同
体
か
ら
杜
会
主
義
に
い
た
る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
構
成
体
の
た
ん
な
る
よ
せ
あ
つ
め
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
有
機
的
構
成
部
分
で
あ
り
、
杜
会
的
生
産
が
、
ど
の
よ
う
に

し
て
低
い
段
階
か
ら
高
い
段
階
へ
発
展
し
て
い
く
か
を
、
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
歴
史
的
発
展
、

階
級
闘
争
か
ら
き
り
は
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
学
が
歴
史
的
な
科
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
具
体
的
、
歴
史
的
記
述
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
豚
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
体
の
合
法
則
性
、
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
歴
史
的
発
展
の
側
而
か
ら
、

分
析
し
、
あ
さ
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
的
発
展
の
側
而
か
ら
の
分
析
は
、
論
理
的
分
析
と
つ

れ
に
む
す
び
つ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
塊
的
分
析
は
、
杜
会
発
展
の
歴
史
的
あ
ゆ
み
の
反
映
で
あ
る
こ
と
は
、
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

学
研
究
の
方
法
の
基
木
的
要
求
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
１
Ｊ
　
一
九
、
、
一
六
年
、
全
連
州
共
産
党
（
ボ
）
巾
央
委
貝
会
決
定
「
経
済
学
の
褒
綱
お
よ
び
教
科
篶
に
つ
い
て
」
に
お
う
じ
、
新
し
い
要
綱
、
教

　
　
秤
り
梅
成
、
な
ど
に
つ
い
て
、
オ
ス
ト
目
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
や
メ
ソ
デ
リ
ソ
ー
ソ
な
ど
の
諭
文
が
あ
る
。

　
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
は
、
経
済
学
へ
の
腔
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
経
済
学
に
適
川
さ
れ
た
縢
史
ｔ
漉
と
は
、
第
一
に
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
研
究
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
い

う
、
人
…
糺
公
に
お
け
る
財
貨
の
生
産
と
交
換
を
支
配
す
る
法
則
を
研
究
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
「
論
坦
的
の
み
な
ら
ず
、

雁
史
的
発
展
ｏ
側
而
か
ら
、
ン
、
れ
ぞ
れ
の
構
成
体
ｏ
法
則
性
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
し
め
す
こ
と
を
炎
務
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
歴
史

的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
隈
史
的
に
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
発
生
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
あ
る
構
成
体
の
火
雌
関
係
の
発
展
は
、



ど
Ｏ
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
た
か
・
さ
い
ご
に
、
歴
史
的
ア
プ
丁
チ
は
、
ン
、
Ｏ
構
成
体
の
経
済
蓑
、
い
一
、
の
発
展
の
襲
陪
、
岬
一
、
の

構
成
体
の
特
徴
突
・
も
一
と
集
要
な
歴
史
的
事
実
、
現
象
に
つ
い
て
の
具
体
的
、
螢
的
概
念
を
あ
た
、
一
る
こ
と
を
、
要
求
す

ぎ

　
　
（
１
）
Ｏ
暮
冨
胃
富
冨
呂
∴
写
◎
竃
昌
畠
竃
邑
墨
冨
曇
轟
崔
戻
實
ｏ
§
雪
宙
婁
昌
昌
一
墨
冒
弓
箪
、
自
。
弓
、
、
一
。
。
曽
。
三
ひ
員
。
、
団
艘
．
《
目
、
。
ｏ
肖
、
崖
曽

　
　
暮
昌
曽
妻
》
一
ぎ
．
９
畠
・
。
ご
．
暑
・
峯

ま
た
・
メ
ソ
デ
リ
ソ
ー
ソ
は
・
新
し
い
濫
の
麓
に
つ
い
て
の
べ
た
諭
文
の
奈
で
、
ラ
ピ
ド
ウ
、
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
イ
、
チ

　
　
　
　
　
　
（
１
）

ヤ
ノ
フ
の
「
教
程
」
な
ど
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
を
し
て
い
る
。

ラ
ピ
ド
一
ー
ス
・
オ
ス
ト
一
ヴ
ー
ー
チ
ャ
ノ
フ
の
『
教
程
一
で
は
、
「
笑
主
義
の
走
力
の
震
が
い
か
に
寓
圭
我
一
の
移

行
を
準
備
す
る
か
に
つ
一
て
、
特
別
の
一
ラ
グ
ラ
フ
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
、
、
こ
の
閉
題
の
請
述
に
お
い
て
、
資
本
確
の
、

走
力
。
震
。
じ
一
さ
い
の
描
写
菱
た
え
占
っ
と
す
る
こ
こ
ろ
言
え
き
一
。
あ
る
い
は
ま
た
、
コ
フ
一
ソ
の
一
教
程
一
は

「
恭
鳩
。
藍
に
八
ぺ
↓
圭
て
ら
れ
て
い
る
が
、
一
つ
の
雀
も
；
・
数
字
美
く
、
独
点
僚
、
労
働
者
階
級
、

捷
に
・
ど
の
よ
う
鳶
響
を
あ
た
え
、
そ
注
、
栞
義
の
焦
を
、
ド
一
し
・
上
う
に
す
る
ど
く
す
ツ
つ
か
に
つ
い
て
の
分
析
菱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

た
え
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
は
、
み
あ
た
ら
な
い
」
。

こ
の
吉
に
・
具
術
魁
の
鵠
は
・
杜
一
辛
譲
済
学
に
つ
い
て
も
、
芙
じ
よ
、
つ
に
強
洲
さ
れ
た
の
で
雲
。
表
ろ
ん
、

探
学
一
。
螢
的
ア
ご
－
チ
は
、
た
実
る
具
体
的
拳
の
ラ
列
で
差
く
、
嵯
的
圭
の
瑳
で
美
い
。

　
　
一
－
一
ラ
ピ
ド
一
－
ス
・
オ
ス
ー
二
－
－
チ
一
ノ
フ
の
「
慧
、
に
一
い
て
は
、
杣
竺
ソ
ビ
エ
ト
祭
一
の
理
へ
一
一
一
轄
箪
、
第
九

　
　
　
二
巻
、
第
．
二
廿
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
四
五
三
）

　
　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
四
五
四
）

　
　
（
２
）
室
雷
巷
曇
冨
白
　
Ｏ
雷
蓋
畠
．
．
旨
昌
昌
§
舅
崔
、
、
宙
戻
曽
８
目
冒
胃
竃
８
雪
帥
賢
旨
◎
冨
戸
《
写
◎
ぎ
量
賢
冨
◎
昌
竃
》
一
ぎ
９

　
　
　
Ｈ
８
ｏ
Ｈ
．
ｏ
与
．
彗
．

　
　
（
３
）
　
コ
ム
ア
カ
デ
ミ
ー
・
レ
ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
支
部
・
経
済
研
究
所
編
、
コ
フ
マ
ソ
監
修
の
一
経
済
学
」
（
教
程
）
（
一
九
三
一
年
初
版
、
一
九
三

　
　
　
二
年
第
二
版
）
「
邦
肌
「
．
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
」
第
一
－
三
巻
）
。

　
　
（
４
）
　
メ
ソ
デ
リ
ソ
ー
ソ
　
加
掲
諭
文
　
六
七
べ
－
ジ
。

　
当
時
、
祉
会
主
義
経
済
学
の
研
究
に
お
け
る
、
論
理
的
な
も
の
と
歴
史
的
な
も
の
と
の
統
一
、
双
論
的
分
析
を
な
に
か
ら
は
じ
め
．

る
べ
き
か
、
な
ど
、
方
塗
論
上
の
諦
問
題
は
、
礼
会
主
義
経
済
が
、
資
本
主
義
経
済
と
本
質
的
に
ち
が
う
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

ま
だ
解
決
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　
具
体
的
間
題
と
歴
史
原
則
の
強
調
は
、
一
方
で
は
、
叙
述
を
記
述
的
な
も
の
に
し
、
他
方
で
は
、
論
理
的
研
究
を
と
お
ざ
け
る
と

い
う
欠
陥
を
う
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
ボ
リ
ー
リ
ソ
、
タ
ー
リ
、
ク
ル
、
・
・
ソ
な
ど
が
、
祉
会
十
工
義
経
済
学
確
立
の
必
要
を
折
摘
し
、
杜
会
主
義
経
済
学
の
構
成
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
試
案
を
捉
起
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
〇
年
代
に
は
、
ン
、
れ
が
結
実
せ
ず
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
立
場
か
ら
か

か
れ
た
さ
い
し
よ
ｏ
体
系
的
「
教
科
丼
」
は
、
第
二
次
大
職
後
の
一
九
五
四
年
ま
で
、
ま
た
な
け
札
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
あ
い
だ
に
、
第
二
次
廿
界
大
牧
と
い
う
非
常
水
態
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
派
の
、
経
済
学
に
お
け

る
「
右
焚
口
和
見
上
表
」
や
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
〃
楡
Ｏ
正
し
い
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
価
他
法
則
の
完
全
な
否
定
、
　
「
計
画
化
１
１
法

則
」
論
、
す
な
わ
ち
客
概
的
法
則
の
否
定
は
、
経
済
研
究
に
お
け
る
具
体
的
問
趣
の
強
調
と
あ
い
ま
っ
て
、
論
理
的
研
究
を
す
す
め

る
う
え
で
、
否
定
的
彬
禅
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。


